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事業環境の変化1
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ਸ速する঺会の変ઍ

૗ॎॉॅऎ਼のরにৌखथؚဌசऩిૢऋ੷めैोॊ

੺年、যઠ動ଙの変化やテクঀロ४ーの஥化にൣい、যرの଎ા行動や移動ু஺が変ॎりつつあります。ॢローバル
のଳਡでम国際都市間の଼ଥがౕ化し、਼ੀ中をৄநしても自ே಼૩やৱ౺・エॿルॠーの⎫಴など、環境ਖ਻षのঢ়
ੱが高まढています。さらに2019年ଜਰఋ、新型॥ロॼक़イルスが਼ੀ中で大૴行。日মにおいても、ਂਏਂ急のਗল
の自ဠや૔୧勤ਜが௓တされるなど、日رの生ણに大きな変ઍがକきています。

国৔ਗの新型॥ロॼक़イルスの大૴行をਭけて、2020年4াに初
めてのಸ急事ଙ്੉が৆ਿより৅ഥ。ਰఋもਯ৚にॎたり、૎ഉඪ
のま॒భをଆएためにさまざまなೈ置がとられました。
鉄道事業においても୶஭म大きく、ਊ঺における2020年২のୟ

ଛয৩および運൛ઽ入म৐年২とૻべて30٫ਰ上੖૘しました。

ৗ஑॥টॼक़ॖঝスの૴ষにൣअয૴の੖૘

国৔における਌な変化

৒期 ৒期ਗ ੑ

運൛ઽ入 31.5٫ٻ 30.4٫ٻ 30.9٫ٻ

ୟଛয৩ 33.7٫ٻ 29.6٫ٻ 32.1٫ٻ

ْ2020年২の運ୟ成ౚ（ৌ৐年২）ٓ

ْ東急電鉄 運൛ઽ入の௓移ٓ
（੏৞）

੖ઽ（30.9٫ٻ）435੏৞ٻ
165੏৞の営業௤ଷੑ上

クラक़ॻやデバイスのਤ化や௮き্
改୓にൣअ௮き্の多஘化が૎ഉඪの
૴行によりさらにਸ速。また、শਬく
“༰ओもり生ણ”の୶஭もあり、新しい
ライইスタイルが৒ାしつつあります。

ডーॡスॱॖঝ؞
ラॖইスॱॖঝの૗ઍ

全যઠにಚめる高ೡ঻のસ়म全国でੜਸൊ向にあり、లਟ৓に
もさらにੜえるৄ੢みです。すべてのお客さまの਍全をન৳したअ
えで、਍ੱして快適にओ利用いたटけるよअ、駅・車૏のバリアই
リー化や多機ચ化をਤめていきます。

੗஘৲घॊउ௢औऽのॽー६

૚୩ୠにおいて、急速にデ४タルૼ
୒が৅展している中で、いかにয工ੴ
ચ（AI）やIoTૼ୒、ビッॢデータ、
5Gなどのテクঀロ४ーを஍ટ৓に利ણ
用できるかにି目がૐまढています。

ॹ४ॱঝ
ॸॡঀট४ーのਤன

2015年に採උされたঃリੈ৒にൣ
い、120ਰ上の国と地ୠでढ़ー঎ン
ニュートラルの取り組みを௓ਤ。日ম
においても、行৆や૚੫業が൓ຍಞ化
の取り組みをਘ化しています。

ॢটーংঝঞঋঝでの
൓ຍಞ঺ভषの३ইト

65ୃਰ上
70ୃਰ上
75ୃਰ上
80ୃਰ上

高ೡ঻যઠのસ়
（క目ాり）

（ਐয）ْ 高ೡ঻যઠおよびસ়の௓移（1950年〜2040年）ٓ

（ল๕）੕ਜ੄統ੑଂ
「高ೡ঻যઠ఺びસ়の௓移（1950年〜2040年）」をもとに੿成（2019年）
����年ਰఋम௓ੑகپ
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新・中期事業ਅറ

「3つの変୓」と「4つの੼க」

ৎ৻に໌खञ4णの঺ভ৓੼கを৯੐खؚ3णの૗୓を૵ষ

2021年5া、ଡୗ変୓による事業੦ೕのਘᒃ化、およびアইター
॥ロॼに໌した঺会৓੼கの੅続৓な઀୹を目指す、新しい中期事
業ਅറ “3つの変୓・4つの੼க”をੁ৒しました。
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▢॥ロॼምによる೽ਏ変化に適ૢするための運行・駅サービス体系の変୓
॥ロॼምによるお客さまの੖૘、リモートワークの急速な൤఺などに適ૢし、ॲイখや駅サービスの適ਫ化をਤめます。
・2021年3া13日にॲイখ改ਫ（終電ৎമの೷り上ऑ、運行ॲイখの適ਫ化など）
・駅業ਜシইトや配置য৩のৄ直しをಲ続してਫ਼ୈ、実઱
・஬྽業ਜなどの業ਜ৔ଲ化に向けたトライアルを開始

事業ଡୗ変୓による事業੦ೕのਘᒃ化
॥ロॼምਰ৐の೽ਏषの৚୮がৄ੢まれない中で、事業ಲ続をટたすための事業ଡୗ変୓をਈર੔事ඨとਜ਼置હけ、
ਰ下の「3つの変୓」によるಕ৒ાచ੖、生ਓਙ向上により、事業੦ೕをਘᒃ化していきます。

▣テクঀロ४ーをણ用したオঌঞーシঙンの変୓（DX）
テクঀロ४ーのણ用によりオঌঞーシঙンの੄ৡ化と਍全ਙ・サービスの高২化の実現を目指します。
・東横線におけるワンঐン運転に向けた૆備・工事षのାু
・お客さまサービスषのデ४タルૼ୒の導入（モバイルഈଜのણ用やアプリのさらなる機ચఁౄなど）
・デ४タルૼ୒をણ用した૾ଙ૰ଳに੦तく஍૨৓なওンテॼンスシステム（CBM）のଡണに向けた૆備

▤೮ਟからのຯಆにとらॎれない঺৔౾਑২・ルールの変୓
೮ਟからのຯಆ、੎ಽ化したルールや঺৔਑২などをગଡണし、జ業৩のણඩのৃをఁౄすることで生ਓਙ向上を図ります。
・ถ಍なリスクীෲによる設備ਡਫ਼のৄ直しなど৳ஹ業ਜのਈ適化
・ૼ୒঻の৖門間৴௚の௓ਤ
・運転や運ୟ৖門における勤ਜ஄ଙのฑໞਙ向上のਫ਼ୈ

णの૗୓گ

੦ম্ଉ

਍全ન৳を৐઀に
事業੦ೕのਘᒃ化に向けた
事業ଡୗ変୓の完ຄ

アইター॥ロॼに໌した
঺会৓੼கの੅続৓઀୹

2021年২ 2023年২ 2026年২〜

পুড়ளপুড়ளトップの
਍৸ਙ

পুড়ளপুড়ள
਍৸ਙ਍৸ਙ؞उ

পুড়ள
उ௢؞उ؞
পুড়ளপুড়ளপুড়ளপুড়ள

௢௢௢௢औऽ
トップのপুড়ளトップのトップの

औऽऔऽ௥ଌ২
トップの
௥ଌ২௥ଌ২؞

トップの
েਓਙ؞

東急শ期৽営ଡ୳ٴ

東急新横浜線開業ٴ
ESG৽営・DXの୯੷

ਘᒃな
事業ଡୗषの変୓

ৎ৻に໌した
঺会৓੼கの੅続৓઀୹

3 ण の ૗ ୓
⋇運行・駅サービス体系の変୓
⋈テクঀロ४ーをણ用したオঌঞーシঙン変୓
⋉೮ਟからのຯಆにとらॎれない঺৔౾਑২の変୓

4 ण の ੼ க
⋇਍全・਍ੱ・環境のさらなる୯੷
⋈ঘニバーサルなサービスのਤ化
⋉都市ઐ通における快適ਙの向上とୖ਻のੰৠ
⋊য、街、ථらしをつなऑるプラットইज़ーム

╒ಕ৒ાのచ੖による௤இীวਡの଩下



アইター॥ロॼに໌した঺会৓੼கの੅続৓઀୹
新しい生ણ஘ૄにしなやかにৌૢし、ਰ下の「4つの੼க」を੅続৓に઀୹することにより、
ৎ৻に໌したਁુઐ通としての૽સをలਟにॎたりટたしていきます。

णの੼கڰ

▢਍全・਍ੱ・環境のさらなる୯੷ ▣ঘニバーサルなサービスのਤ化
▤都市ઐ通における快適ਙの向上とୖ਻のੰৠ ▥য、街、ථらしをつなऑるプラットইज़ーム

あらॅるয、目৓にૢえる鉄道サービス

९ইトによる৴௚をણ用したサービス

੗஘ऩラॖইスॱॖঝにणऩऋॊ

これから

ෆฐ৓な鉄道ୟଛ

環境๾൴
঺会ୖ਻のੰৠ

デ४タルによる
地ୠ・ॢループ、౎モーॻ৴௚

ੜਸする通勤・通学೽ਏにあॎचたୟଛৡ・設備ੜਘ

ঁーॻによる৴௚を਌としたサービス

ৢඐをরੱधखञラॖইスॱॖঝを੍इॊ

これまで
਍全・਍৒、೴හ೹ਮ

ୟଛৡੜਘ

ॿットワークఁౄ
相互直通運転

ঁーॻఁౄによる
ॢループ৴௚

਍৸؞਍ੱ؞୭୆のऔैऩॊ୯੷ڭ
鉄道に期ୄされる「਍全・਍ੱ」や「環境ਙચ」のさらなる向上により、街にやさしく、お客さまにਦ౅される
都市ઐ通であり続けます。

事௛ଆ止、౮ଞৎの୮೮ৡਘ化ٴ

਍全・਍ੱ

౷જの਍৸ਙ਱঱
ਫ਼ੴಖ২の高い3Dૄ௽૩物ਫ਼ੴಎ置の設置を௓ਤ

ਝ૟௏৸ਙの೐੅
車૏新ୗ、ਦ号৳਍ಎ置などの更新や৳ஹ・ਡਫ਼のન実な実઱

਍৸ુ൉ைのৗਝ
঺৩ઇ୘に特化した઱設整備、
ઇ୘プロॢラムౄ実により
য౫ৡ・ૼ୒ৡをਘ化

ఘഥਚਃચのৈ২৲
日ଞの運行਍৒ਙの向上や౮ଞৎৌૢのဌ速化を実現

૩ৌੁ಼ٴ

ଡୗ੟のິ൜ଓਘ
੄ഥに੦तくິ൜にਸえて
಼૩ৎの୮೮ਙを向上さचるଓਘを実઱

࿠਷ৌੁ
ౕᄻ化するൻංに備え
地下ఌਞઠのかさ上ऑや
法એのଓਘを実઱

૎ഉඪৌੁٴ
ৗ஑॥টॼक़ॖঝスषのৌੁ
お客さまに਍ੱしてओ利用いたटけるよअに
車૏ษ開けや৒期৓な଎෼などのৌੁをಲ続実઱

環境ਙચの向上ٴ

環 境

൓ຍಞ؞࿯୭஑঺ভषの๾൴
ગ生૭ચエॿルॠーによる運行路線のఁ大など
環境ਙચ向上とあॎचた鉄道利用യਤੁにより
環境଀෰を଩੖
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ঘॽংーサঝऩサービスのਤ৲ڮ
整備が完了した঍ームॻアにਸえ、バリアইリーを一ಽఁౄし、あらॅるお客さまがओ利用しやすい鉄道として、
ુ生঺会の実現に๾൴します。

シンプルな移動体験ٴ
・೶利な৒期઱ੁなどのਫ਼ୈ
・モバイルഈଜでのPASMOپの௓ਤ
・キャッシュঞス、।ートঞスの௓ਤ
・駅通ਦ環境の整備

もがಉしく利用しやすい鉄道ၴٴ
（高ೡ঻、௽がい঻、ਗ国যなど）
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602मઙૄ会঺ঃスモのఃஈૹఏです$3پ

ڼڱ ・஺୷に配ൟした駅૬間
（঍ームと車૏の஺୷・傝間のੰ଎）
・രਙやਏ஦に়ॎचた৽路のओ੧৔
・子୘て਼৻、高ೡ঻の଀૿ೄ੖઱ੁ

あらॅるお客さまがઍಔに快適に利用できる鉄道サービスを目指す通勤・通学೽ਏにିৡした鉄道

੃৘ઐৢにउऐॊ඿ిਙの਱঱धୖ਻のੰৠ3
車૏のੜ੥・ੜ備、適ਫなॲイখ設৒、થમାఆ列車の導入などにより、利೶ਙ・快適ਙを向上し、
೴හや都ੱ一ாૐ中といढたୖ਻のੰৠに౑めます。

ઐ通アク७ス改ఒٴ
・東急新横浜線開業஍ટのਈ大化（2022年২下期）
・新૬௃線の早期実現

車৔૬間の快適化ٴ
・ફラッシュআークのীങ化
（オইআーク઱ੁ、リアルタイム೴හੲਾなど）

・೴හを૎गない車৔૬間のఁౄ
（目黒線8૏化、થમାఆサービスのఁౄなど）ྦྷٴਗ型生ણの利೶ਙ向上

・多地ਡ間移動のയਤ（೶利なଭ車ଊなど）
・駅機ચのఁౄ（૬スঌースのથ஍ણ用など）

地ୠী૵のੰ଎ٴ
・自੘体などとの৴௚による線路などでの地ୠী૵のੰ଎

東਎・ઋ奈川・埼玉と
ঢ়ਧ෠をつなए
鉄道ॿットワークのଡണ

੪町ҩ中෾街

相鉄線

དྷのઠ

中央林間

日୺

蒲田

二子玉川 渋谷

新横浜

横浜

三軒茶屋

਼田谷線こどもの国線

শ津田

中目黒
自૓がഗ

田園調布
多摩川 大ળ৛

෨の台

大੩町

ਧ谷

たまプラー२あざみ野

武蔵小杉

菊名

JR৛ু線

東਎ওトロ
半蔵門線

東਎ওトロ
ౢ都ੱ線

都営地下鉄
三田線

東਎ওトロ
南北線

૜ખ田

થમାఆサービスのఁౄ
新૬௃線

目黒線8૏化

目黒



যؚඌؚථैखをणऩऑॊプラットইज़ーム4
駅のྟৡを高めるリニューアルやアプリなどのデ४タルૼ୒のણ用により、ป線地ୠとのつながりをつくり、
যرが行きઐअ௹かでણਞのあるまちतくりに๾൴します。

地ୠとつながる駅૬間の൉ল

サービスプラットইज़ームのଡണٴ
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・地ୠのサービス、౎のઐ通ু஺をつなऑる
プラットইज़ームのଡണ（TuyTuyなど）

৉ୠのྟৡ৅ਦ
駅૬間や東急線アプリなどのણ用

৉ୠの્౦ऋ૎गैोॊക
路線、地ୠओとの॥ン७プトにปढた駅デ२イン
（「Tokyu Station Pride」）

ป線開৅・地ୠとの৴௚ٴ
・地ୠのྟৡを高めるさまざまな取り組みや
૚ரગ開৅プロ४ख़クトとの৴௚

઀୹：鉄道・運ୟ機ଡ

田園都市線地下区間
૚駅リニューアルの௓ਤ

東急新横浜線開業による
ഹਣ、新横浜エリアણਙ化

駅やアプリで
जの地ୠにある॥ンテンॶがীかり

जこにলかけたくなる

地ୠのྟৡあるサービスやઐ通を
1つのプラットইज़ームで利用できる

౎の駅、街にも
行ढてみたくなる

2019年10া1঩ؚৗেَূ૶電ளُਝয়

地ୠとつながる駅૬間の൉লٴ

事業間৴௚

東急電鉄ઙૄ会঺
TOKYU RAILWAYS

鉄道事業会঺事業੅ઙ会঺

東急ઙૄ会঺
TOKYU CORPORATION

開৅機ચとৱਓএートইज़リ
オঐॿ४ওント機ચを૿अと
ともに成শਅറを௓ਤする

上ৃ 100%
子会঺

「਍全」「਍ੱ」「快適」の
୯੷、য౫ৡ・ૼ୒ৡのさら
なる向上、ਔઓৠ৒のဌ速化
を目指す

ਦ৷ৡ

৘ৃ
௬੼ ਁુਙ

৽੾؞෋ষのৈ২৲

هお客さまن
൚౿をつなऍ、
ౘचを運व鉄道

東急ॢループのோ૔理୛

َ য ष ؚ ඌ ष ؚ ౞ ਟ ष ؛ُ

َ ஖ ख ः ৎ ৻ ष ُ
஖しい生ણ環境を൉ୗし、調ਮある঺会と一যऱとりのౘचを୯੷する

新生「東急電鉄」のスローफ़ン

3つのএリシー
هజ業৩ن

ਘく、રしく、しなやかに、
౞ਟष௒る鉄道

ه会঺のありよअن
日ম一の街の
日ম一の鉄道

2019年10াڭ日、事業を取りඕく環境変化にスআーॻ૎をもढてৌૢしていくために、鉄ཾ道事業をഅಲし、
新生「東急電鉄ઙૄ会঺」として営業を開始しました。
ী঺化によढて、鉄道事業会঺としての௧門ਙを一ಽ高め、より਍全でよりਘᒃな鉄道の実現と、現ৃに੺く

スআーॻ૎のある৽営体਑の実現を目指すとともに、లਟ৓な鉄道ॿットワークのఁౄなどによる利೶ਙ向上や、
ॢループ৔の૚事業・地ୠの্رなどと৴௚した駅ఢఈのまちतくりなど、শ期৓ઓઅで౞ਟをৄྚえた事業展
開を行い、さらなる事業成শを図ढていきます。
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িୱ੃৘଍のಸ૶਍৸ਡਫ਼

౞ேଆ止ੁًي
地下区間の環境特ਙを踏まえた੎ਏ設備のਡਫ਼্法・ᄄ২のৄ直しٴ
、地下区間におけるき電ॣーঈルಢ൪ଆ止工事やٴ
電車線調整ஓ（バॿバランサー）更新工事、
建ണ設備（ൾ໛設備）のഠᄺ更新などの更新工事

ًੁ৲୶஭ਈ৵ي
ୟଛ௽૩৅生ৎの駅ਏ৩配置のৄ直しおよびૼ୒系事ਜਚの新設ٴ
৚ルートなど駅でのओ੧৔ਘ化⌚ٴ
東急線アプリや運行ੲਾওールにおけるੲਾ配ਦᄄ২の向上ٴ

2017年11া18日〜12া13日
భべ2,120য
電ਞ設備：電線థ、ਦ号ॣーঈル、機༊஼
ଅ木઱設：トンॿル、ൾ਷ડདྷ、঍ーム天੩
線 路：ঞール、ীวஓ
車 ૏：運転台機ஓ、ঃンタॢラইఢ೧、෫下機ஓ
⋇ ಸ急ਙの高いਂ఻়ᆽਚमなし
⋈ ਀એ৓なംのଓఊ、
હା物௾ுなどの੒ଆ৳全ೈ置を実઱

ーঈルథにおけるം（281ढ़ਚ）ॣه電ਞ設備ن
、ーঈルథषの๫਷ॣهଅ木઱設ن

ᛑやළれなどのહା物નੳ（43ढ़ਚ）

期間
ਏ৩ਯ
ਡਫ਼ৌ଴

ਡਫ਼੥ટ

地下区間（渋谷〜二子玉川間）の਍全੕ਡਫ਼（ڭ）
2018年1া11日〜3া23日
భべ1,890য
電ਞ設備におけるリスクᆽਚ
（ॣーঈル接続৖など）を中ੱにਡਫ਼を実઱
⋇ ಸ急ਙの高いਂ఻়ᆽਚमなし
⋈ ਀એ৓なംのଓఊによる੒ଆ৳全ೈ置を実઱
ーঈルథにおけるം（299ढ़ਚ）ॣه電ਞ設備ن

期 間
ਏ ৩ ਯ
ਡਫ਼ৌ଴

ਡਫ਼੥ટ

（２）地上区間（二子玉川～中央林間間）の安全総点検

਍全・਍ੱषの取り組み

਍全ਈર੔の੫業文化ᅿ成

਍全のન৳म、ਈも取り組まなければならない事業のஉୌです。৽営トップからਸ਼一線にいる現ৃのజ業৩まで、一
যऱとりが多એ৓な୳൸ৡを௮かच、リスクを੔取りしてੰ଎する਍全ਈર੔の੫業文化ᅿ成に౑めています。

2017年に田園都市線でୟଛ௽૩事௛が続いたことをਭけて、2017年11া18日からโ2018年3া23日にかけて田園都市線のಸ急਍
全੕ਡਫ਼を実઱。ಸ急ਙの高いਂ఻়मなかढたものの、田園都市線の地下区間を中ੱに、ୟଛ௽૩の౞ேଆ止ੁや৅生ৎの୶஭ਈ小
化ੁのਫ਼ୈをਤめました。

1-1

਍৸のન৳मளཾ੊事঵のਈ੎ਏிਜ

ْ田園都市線における設備௛௽੯ਯٓ
（国ଅઐ通੄षのඍল事௛੯ਯ）
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঍ームॻア

७ンサーહಕ৒ૄ঍ームፆ

に঍ームॻア・७ンサーહಕ৒ૄ঍ームፆの設置پ東急線全駅ٴ
2020年3া22日設置完了（਼پ田谷線、こどもの国線を௾く）

転૳ଆ止०ム・スঞッॻラインの設置ٴ
列車と঍ームの傝間に転૳しないよअ঍ームのડએの傝間を໭める転૳ଆ止०ムや、
঍ームの෫એを一৖ਡຑさचることで急行列車が通ૌする際の接ඡをଆएスঞッॻラインなどを設置

శଞ೿止঎タン・転૳ਾੴஓの設置ٴ
ਐ一の転૳に備えて、঍ームにमశଞ೿止঎タンを、঍ームの下にम転૳ਾੴஓを設置

঍ーム؞കの਍৸

঍ームからの転૳事௛や列車との接ඡ事௛をଆएために、঍ームॻアまたम७ンサー
હಕ৒ૄ঍ームፆの設置を東急線の全駅پでਤめ、2020年3া22日の大੩町線ಉرৡ駅
の運用開始をもढて、整備が完了しました。 （田谷線、こどもの国線を௾く਼پ）

஍ટ
঍ームॻアの整備により、঍ーム転૳੯ਯがା実に੖૘ٴ
、転૳事௛੯ਯम、2016年২に78੯、2017年২に69੯टढたがٴ
঍ームॻア整備により੖૘し、2019年২म10੯、2020年২म5੯にౕ੖した

঍ームٹ
設備ঢ়બٹ
踏切ٹ
जの౎ٹ

ْ঍ーム転૳੯ਯと঍ームॻアಉ設置駅સ়の௓移ٓ ْ国ଅઐ通੄ඍল事௛੯ਯの௓移ٓ

ڭ

਍৸ৌੁの੎ਡ઱ੁ

▢঍ーム؞കの਍৸
঍ームからの転૳ଆ止ੁとして、東急線全駅پに঍ームॻア・७ンサーહಕ৒ૄ঍ームፆを設置
（田谷線、こどもの国線を௾く਼پ）

▣車৔の਍৸
車૏৔のଆಬৌੁとして、東急電鉄ਚരの全車૏に車৔ଆಬढ़ওラを設置（پこどもの国線を௾く）

▤౷જの਍৸
踏切৔を立体৓にਫ਼ੴでき、ਫ਼ੴಖ২が高い3Dૄ踏切௽૩物ਫ਼ੴಎ置を導入

▥ਞ౜૗৿জスॡृপૠெ಼૩षのৌੁ
ૐ中ൻංや大ૠெな台௯、੣都直下地൜など、環境ਖ਻や大ૠெ಼૩に備えて、૤෉体਑および୮೮体਑を整備

（年২）
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2020年4月から順次導入、
2020年7月25日に設置完了
東急電鉄所属全車両（1,257両）
※2021年10月末時点、こどもの国線を除く

導 入 時 期

導 入 車 両

●車内に防犯カメラを設置
当社保有の全車両1,257両（2021年10月末時点、こどもの国線を除く）に防犯カメラを設置
（2020年7月25日設置完了）

●車内非常通報ボタンを設置
お客さまの体調異常や車内の異常を乗務員に知らせる車内非常通報ボタンを、
車両連結部付近や窓の横、車いすスペースに設置。一部の車両を除き乗務員との通話が可能

●非常ブレーキ装置を搭載
運転士の体調が急変したときに備え、ハンドルから手が離れると自動的に非常ブレーキがかかる装置を全車両に搭載

車内の安全

車内の安全を確保するため、2020年7月25日に当社が保有する全車両への車内防犯カメラの
設置が完了しました。

4Gデータ通信機能を備えた
LED蛍光灯一体型の防犯カメラ「IoTube」
車両内のセキュリティ向上を目的に、2020年4月からソフトバンクの4Gデー

タ通信に対応した、LED蛍光灯一体型の防犯カメラ「IoTube（アイ・オー・
チューブ）」を順次導入。2020年7月、全車両に設置完了しました。これまで、
車内に設置された防犯カメラの記録映像は、カメラから記録媒体を抜き取って
専用パソコンで確認する必要がありました。4Gのデータ通信によってカメラの
映像データを送信できるIoTubeを活用することで、遠隔地からでもカメラで撮
影した映像を迅速に確認することが可能になります。

車内非常通報ボタン

〈ホーム転落を防止する中長期（抜本）施策〉
1998.3 池上線センサー付き固定式ホーム柵設置（ワンマン運転開始）
2000.8 東急多摩川線センサー付き固定式ホーム柵設置（ワンマン運転開始）
2000.8 目黒線ホームドア設置（ワンマン運転開始）
2012.3 大井町線大井町駅ホームドア設置
2013.10～2014.9 つきみ野駅昇降ロープ式ホームドア実証実験
2015.1 東横線・田園都市線・大井町線 全64駅への2020年末までのホームドア整備を決定
2016.1 田園都市線6扉車の4扉車への置き換え開始（2017年度まで）
2017.5 ホームドア整備完了時期前倒し決定（2019年度末まで）
2020.3 東横線・田園都市線・大井町線全駅ホームドア設置完了

〈ホームドア早期整備を実現させた創意工夫〉
①ホームドア設置時間短縮に向けた、夜間回送列車によるホームドアの一括運搬
車庫にて1ホーム分のホームドア（20～40開口分）を昼間に積み込み、 夜間回送列車にて一括運搬、ホームに搬出・設置
定量効果 1ホーム（10両編成）の搬入・設置に通常8日（8夜間）必要なところ、 1日（1夜間）での搬入・設置を実現

②車両工事を伴わない新たなホームドア開扉システムの開発
目黒線、東横線、大井町線には、車両側のドア開閉操作とホームドアの開閉が連動する「情報伝送装置（トランスポンダ）」を導入。
「情報伝送装置」のない田園都市線ではホーム上の列車検知センサーを活用した新たなホームドア開扉システムを開発

③基礎杭打設など施工量の多い「盛土ホーム」における工法の工夫
「盛土ホーム」においては、ホームドアによる荷重増加に加え、風圧を大きく受けるため、ホームへの基礎杭打設などが必要だった。
ホーム上で施工できる工法とともに、既存のホーム擁壁を最大限活用する補強工法を一部擁壁形式にて採用。工程の短縮を実現
定量効果 杭1本あたりのコストを3分の2に削減し、限られた予算で広範囲の施工を実現。既存擁壁を活用しない場合に比べ工程を3～5割削減

ホームドア・センサー付固定式ホーム柵100％設置完了まで

夜間回送列車
による一括運搬

つきみ野駅
昇降ロープ式
ホームドア

２
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●非常ボタンを設置
軌道線も含めて東急線のすべての踏切に、接近する列車の運転士に異常を知らせる非常ボタンを設置

●踏切障害物検知装置（3D式・レーザー式）を設置
2021年7月6日、全踏切135カ所※において踏切障害物検知装置（3D式センサーまたはレーザー式センサー）の設置を完了。
踏切で立ち往生している自動車などの障害物をレーザー光などによって検知し、接近する列車の運転士に異常を知らせます。

（※世田谷線、こどもの国線を除く）

踏切の安全

踏切での事故を防ぐことも当社の重点施策の一つです。軌道線も含めて東急線のすべての踏切に非常ボタンを設置。
さらに3D式踏切障害物検知装置の導入を進めています。

気候変動リスクや大規模災害への対策

近年、集中豪雨や大規模な台風など、気候変動による影響が拡大傾向にあります。主な例では、2019年10月、台風19
号の接近に伴い、全路線で計画運休を実施。タイムラインを定め、ホームページや東急線アプリなどを通じたきめ細や
かな情報発信に努めました。
近い将来、首都直下地震や南海トラフ巨大地震が発生する可能性も示唆されており、これらの環境問題や大規模災害

に備えて、警戒体制および復旧体制を整備。指示系統を明確にするなど、お客さまの安全を第一に今後も気候変動リス
クや大規模災害への対策を進めていきます。

●法面補強による土砂災害対策
大雨時に土砂が線路内に流入し

ないよう、線路脇の斜面をコンク
リートなどで補強する対策を行っ
ています。

2021年度は大井町線の上野毛～
二子玉川間、池上線の石川台～洗
足池間で行う予定です。

施工前 施工後

3D式踏切障害物検知装置
2013年度からは、踏切全体を検知範囲とすることが可能な

3D式装置の導入を開始。2021年3月末までに、世田谷線、こ
どもの国線を除く全踏切135カ所のうち95カ所で設置完了。
今後もレーザー式センサーの検知装置から3D式のものへ置き
換えを進めていきます。

３

４
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●運転支援アプリの導入

●地下区間の浸水対策
大雨時に屋外に設置している換気口から地下施設への浸水を防ぐために、換気口をかさ上げする対策を進めています。

2021年度は田園都市線の三軒茶屋～桜新町間で行う予定です。
また、機器室の出入り口には浸水を防ぐ防水扉を設置しています。

●耐震補強工事
2020年度に引き続き、国土交通省の通達に基づく耐震補強の優先度が高い柱の耐震補強を進めています。2021年度中に完

了予定です。
また2018年度の耐震省令において追加されたロッキング橋脚を有する橋りょうについても、耐震補強工事を実施します。

その他、さらなる減災対策として災害時の復旧性を向上させる補強工事も進めます。

ロッキング橋脚を有する橋りょう

安全度の向上を図るために、運転規制が必要な際に運輸司令所から運転士へ
規制情報を通知するアプリを導入。大雨、降雪、強風など、異常気象時の運転
において、運転士は携帯しているタブレット端末に通知される情報を確認しな
がら運行しています。

対策前 対策後

対策前 対策中（2021年度中完了予定）

機器室の防水扉

15

強風が吹くと車体があおられ、安全に運行できない場合があります。
東急線沿線には20カ所に風速計を設置しており、当社が定めた基準
を超える風が吹いた場合には、風速によって車両の速度を落としたり、
運転を見合わせたりして安全を確保します。

風が強い日

基準：風速計（20カ所）

・大雪時は、駅ホーム、ホーム屋根、
踏切道などの除雪要員を増員し、
除雪体制を強化

・分岐器（ポイント）に
融雪機（電気ヒーター）を
設置し、レールを温めて
雪を溶かす

専用回線
で配信

列車無線

事故や災害を未然に防ぐために

万一、事故や災害が発生した場合に備えて

運輸司令所には東急線沿線の気象情報などの集中監視システムを設置し、沿線各所に配備した地震計や風速計、雨量
計、積雪計の情報を集めるなど、万全の準備を行っています。
また、事故や災害などが発生した場合に備え、警戒体制および復旧体制を整備。折返し施設の増強や、現場事務所増

設（池尻･戸越･白楽）による現場アクセス性向上、各種訓練の実施（部門合同訓練、他社合同技術協議会、警察･消防合
同訓練）などを通じて事故発生時の影響最小化に努めています。

大雨によって運転士の視界が悪くなると安全に運転できなくなるこ
とがあります。東急線沿線の15カ所に設置された雨量計で、当社が
定めた基準を超える雨が降ったとき、または運転士の目視による状況
報告により、原則や運転見合わせを判断します。

大雨の日

基準：雨量計（15カ所）または運転士の目視

基準：地震計（6カ所）、気象庁の緊急地震速報基準：積雪計（8カ所）

風速20m/秒
計測された路線の
一部区間で速度を
落として運転

風速25m/秒
計測された路線
の運転を一時見
合わせ

風速30m/秒
計測された路線の
運転を中止

雨量レベル1
計測された路線の
一部区間で速度を
落として運転

雨量レベル2
計測された路線
で速度を落とし
て運転

雨量レベル3
計測された路線の
運転を中止

積雪が多い場合や、見通しが悪い場合は、速度を落とした運行や、
運転見合わせによって安全を確保します。沿線の8カ所に設置された
積雪計と併設された監視カメラに加え、外部の気象会社からの降雪予
報をもとに運輸司令所で積雪状況をリアルタイムに把握しています。

大雪の日
東急線全線に「早期地震警報システム」を導入しており、大きな地

震がくると予想された場合は列車の運転を止めます。また地震発生後
の移動が困難な場合に備えて、東急線の各駅では一時滞在施設に移動
するまでの一時的な待機場所として駅構内を提供しています。

大地震の場合

レベル1：1時間で30mm または 連続5時間で150mm以上、かつ降り続く場合
レベル2：1時間で50mm または 連続5時間で200mm以上、かつ降り続く場合
レベル3：1時間で50mm かつ 総雨量が300mm以上に達し、なお降り続く場合

積雪6cm以上
計測された路線で
時速60km以下で
運転

積雪11cm以上
計測された路線で
時速40km以下で
運転
※ただし世田谷線
は時速25km以下

運転の継続が困難
・視認距離が200m以下
・線路上の積雪が多い

路線ごとに運転中止

震度4
発災後、一時停止

その後ゆっくり
走って安全確認

震度5弱
発災後、一時停止

運輸司令所で安全
を確認後、注意し
ながら運行

震度5強以上
発災後ただちに停止

線路などの異常を
確認後、ゆっくり
運行

さらに雪による影響を減らすために… 早期地震警報システム

気象庁
震源地で初期微動を検知

▼
緊急地震速報を発信

運輸司令所
早期地震システムが作動

全列車
警報音と地震速報 ▶ 運転士がブレーキ操作

悪天候や地震のときの運行について

積雪計

分岐器の
融雪機
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਍全のためのૼ୒開৅・ણ用

事௛の౞ேଆ止ृଫ਋୮೮に਱ऐथAIृIoTをણ৷

「鉄道に、イঀঋーテॕঈなアイデアを。-Make the Sustainable Growth」をスローफ़ンに、AI（য工ੴચ）やIoTな
どの੔ഈૼ୒をણ用した実઒実験の実઱、実用化を通ग、事௛の౞ேଆ止や早期୮೮などに取り組॒でいます。

鉄道ගインইラॻクターの導入ٴ

ローढ़ル5Gをણ用した取り組みٴ

2021年২より、ఏ௙や建物などを設けてमならない૬間を指す建ണ଒ੀのਫ਼ਪ
およびトンॿル特શ全ಹのਫ਼ਪにて、道路೐੅管理システム「インইラॻクター
を鉄道の೐੅管理にૢ用した鉄道৳ஹ新ૼ୒「鉄道ගインইラॻクター」の「پ®
導入を開始しました。
০৚、導入した鉄道ගインইラॻクターम東急ઙૄ会঺、੣都高速道路ઙૄ会

঺、੣都高ૼ୒ઙૄ会঺が鉄道઱設の৳ஹਡਫ਼および管理੿業のಖ২向上と஍૨
化を目৓にુ৊開৅をਤめてきたૼ୒で、ঞー२ースキャॼによる3ઃ੪ਡණデー
タと高ੰ൸২ढ़ওラの઺൸データを取੭、ੰෲすることが૭ચに。これにより、
これまでम਌に終電৏のఽ間ৎ間ఝにૼ୒঻による目ଳやੑ೾などにより実઱し
てきたਫ਼ਪの஍૨化を実現。さらにਫ਼ਪಖ২の向上やૼ୒ಲഅ੍ର、ਫ਼ਪા用の
੖૘が期ୄされます。

ક௵ૹ事、୕士通、東急電鉄の3঺म、2021年12াより自૓がഗ駅において
ローढ़ル5Gをણ用した線路の౮ଞਫ਼ੴおよび運転੍ର業ਜの高২化にঢ়する実઒
実験を開始します。ম実઒実験म、੕ਜ੄の「ഥਮ3年২ ୖ਻ੰৠ型ローढ़ル5G
ಉの実現に向けた開৅実઒」に選৒されたもので、૘子高ೡ化にൣअযুਂଌや
࿃ಫૼ୒঻の੖૘がਤि鉄道業ੀにおいて、੿業現ৃにおける自動化や੄ৡ化、
਍全ਙの向上などに૑ਏなインইラとして、଒られたエリアでฑໞに5Gිをଡണ
できる૮線通ਦシステム「ローढ़ル5G」のણ用が期ୄされています。
ম実઒実験でम、列車や駅の঍ームに設置した高ಖ಍4Kढ़ওラで๡୶した಩൸

をローढ़ル5Gで஫ଛし、AIでੰෲ。これまで目ଳで行ढていた線路඲ଳ業ਜおよ
び車૏ॻア閉ვ়図業ਜの஍૨化・高২化の実現を目指すとともに、これらのથ
஍ਙのਫ਼઒およびローढ़ル5Gのਙચ௬੼などを実઱し、ୖ਻のྴলや০৏の実
ಎ・൤఺に向けたਫ਼ୈをਤめていきます。

ৰ઒ৰୡ
日ৎ：2021年12াから2022年3া
ৃਚ：自૓がഗ駅（東横線・大੩町線）にଡണするローढ़ル5G環境下

੣都高ૼ୒（ઙ）、ફ日ఫஞ（ઙ）、（ઙ）エリ४オンの3঺でુ৊開৅した道路೐੅管理システムپ

ੑ೾車૏（઀୹：੣都高ૼ୒ઙૄ会঺）

車૏ॻア閉ვ়図業ਜの高২化

ਠ૾
যにेॊ৯ଳਖ਼૵ AIにेॊ自৿৲

లਟ൸

車૏ॻアఢఈ಩൸

টーढ़ঝ5G੦৉ଂٯക঍ーム

閉ვਖ਼৒

ଭਜ৩षਖ਼৒੥ટの通ੴ

17

਍全のための৳ஹ管理

঩رの৳ஹଵ৶੿঵をৢखथؚୟଛの਍৸をન৳घॊ

運行の਍全ਙをન৳するために、法ഥなどで৒められた੦૆をঋースに੿成した঺৔ૠ৒にజい、૚ர設備の৒期৓
なનੳやਫ਼ਪなど৳ஹ管理੿業を行ढています。

日ر多くの列車運行により೷りନし෰੎をਭけるঞールम、ઐఌ੿
業に঑リ౐ਜ਼の高২なૼ୒が੷められます。தఠణർംや඲ଳによる
目ଳનੳなどさまざまなਫ਼ਪを行い、ੑ઺৓にઐఌしています。

線路の৳ஹ
変電ਚや架線・高ಓ配電線、૚ரස৥、多機ચな੧৔ಎ置、਍全を

ஹる৳਍ಎ置や列車૮線、঍ームॻアなど多วにॎたる電ਞ設備म、
जれझれを௧門とするૼ୒঻によりਡਫ਼整備を行ढています。

電ਞ設備の৳ஹ

শ津田、੪ક୺、඗が谷大ౖ、上町にあるਫ਼ఊ઱設で、車૏のઞ用
૾யにૢगて৒期৓にਫ਼ਪを実઱。4年に一২、車૏੕়事ਜਚで車
૏をীੰしてਫ਼ਪ・ওンテॼンスを行い、૚機ஓの౮ଞのથ૮など、
௒行にঢ়するすべてをનੳしています。

車૏の৳ஹ
高架ଶ・トンॿルなどのଅ木ଡୗ物や、駅ༀ・屋உといढた建ണଡ

ୗ物について、目ଳやઊఠなどにより৒期৓にਫ਼ਪを実઱。଎ଆ設
備、ఌਞ設備、૬調設備、ಊఋ機設備などのਡਫ਼も行ढています。ਫ਼
ਪ੥ટमデータঋース化して、೐੅管理に૽立てています。

ଡୗ物・建ണ物などのਫ਼ਪ

ীวஓঞールઐఌ੿業 ঞール切૵੿業 ཾಮ車をઞ用した架線設備のਡਫ਼ 変電設備のଓఊ੿業

車૏を਑౪する運転台のਡਫ਼ 台車のਡਫ਼ ঍ーム屋உのਡਫ਼ ঍ームスラঈのਡਫ਼

ఽ৑の৳ஹ঵ਜを৯৓धखञॲॖখ੝ਫ
঍ームॻアなどの設備ੜਸにൣढて、鉄道設備の৳ஹ業ਜ୤がੜ

ਸしている中、৳ஹਡਫ਼のためのఽ間੿業ৎ間やఽ間੿業にঢ়ॎる
ਏ৩のન৳を目৓に、また新型॥ロॼक़イルス૎ഉඪの૴行によढ
て஥ఽৎ間ఝを中ੱにお客さまのओ利用૾யが大きく変化したこと
を踏まえ、こどもの国線を௾く東急線全線の終電ৎമをਈ大30ীங
২೷り上ऑるॲイখ改ਫを2021年3াに実઱しました。

これにより、終電৏から初電までの間に実઱していたఽ間੿業の
実੿業ৎ間が৺30ীఁ大（৺2સੜਸ）。੿業৩、駅બ৩の଀૿を
ೄ੖するとともに、৳ஹ੿業を਍全かつ஍૨৓に実઱できるよअに
なり、より਍全・਍ੱなサービスの઀୹につながります。

2021年3া
東急線全線（こどもの国線を௾く）

ৰ ઱ ৎ ਋
଑ ো 車 ૏
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車૏৔ఌਞのため、লಛৎに全車૏で1車૏あたり4ढ़ਚங২のษ開けを実઱ٴ
೴හৎにम車৔アॼक़ンスによるษ開けఌਞषのੈৡをళびかけ
ษ開けのऺか、ॻア開閉ৎにもఌਞがയਤされますپ

駅ଡ৔における開ଣ૭ચなॻアやษなどम、天౜やఢ೧の利用૾யなどにૢगて開ଣٴ
改札、੧৔ษઠにおける、ビニールढ़ーテンなどの設置ٴ
駅ଡ৔の઱設・設備にৌする௾༳ຸදを用いた৒期஬྽ٴ
（エঞঋーター、エスढ़ঞーター、ୄ়஼、మ஺ুすり、ଊਲ਼機、ಖ઴機、൒客トイঞなど）
なお、エঞঋーターの঎タン、自動改札機、ଊਲ਼機、ಖ઴機などにम
ಿक़イルス・ಿ༳ਸ工を実઱

、ਊ঺ਚര車૏のつり୓、ুすり、඼り༈などの৒期଎෼とٴ
ಿक़イルス・ಿ༳॥ーテॕンॢਸ工の実઱

૚駅におけるアル॥ール଎෼ัの設置ٴ
駅ษઠにおけるक़イルス௾ுදの設置ٴ
全駅൒客トイঞをశ接ඡ・自動਷ዟ化ٴ
൒客トイঞにおけるঁンॻ९ープの設置およびঁンॻॻライখーのઞ用೬止ٴ
（क़イルスఁങଆ止のため）
ਊ঺঍ームঌー४、駅ଡ৔・車৔ଣଛなどによるお客さまषのઔੴ੧৔ٴ

お客さまにৌする取り組み

新型॥ロॼक़イルス૎ഉఁ大੒ଆषの取り組み

ৄइऩःศऊैஹॊञめにؚ൐ફ৸車૏でษ৫ऐऩनをৰ઱

新型॥ロॼक़イルスにঢ়৴する૎ഉඪにঢ়して、国ଅઐ通੄やௐ生ௌ௮੄からのਏடおよび「鉄道業ੀにおける૎ഉଆ
止のためのफ़イॻライン」などを踏まえ、লಛৎの全車૏においてളਯᆽਚの一৖ษ開けなど、車૏৔ఌਞをमगめとす
る૎ഉଆ止の取り組みを実઱しています。
また、お客さまにৌしてもษ開けఌਞのऺか、車৔での会ਵमඓえめにしていたटくとともに、ঐスクା用などによる

Ꭼエॳॣットやুຸいなどの૎ഉ੒ଆ、ラッシュৎ間ఝをೂけるオইআーク通勤をおൢいしています。
০৏も、お客さまやజ業৩の਍全をਈર੔に૎ഉఁ大ଆ止に౑め、৆ਿの্ଉや行動ੑ઺に੦तきৌૢしていきます。

い、अがいのජೲຸুٴ
జ業৩の௏೨管理（ল঺ৎの体調નੳなど）のජೲٴ
全జ業৩におけるお客さまと接する際のঐスクのା用ٴ
、೸中ඪ੒ଆのため、一৖のબ৩につきましてम、屋ਗでの੿業ৎやଭਜ৩஼৔においてঐスクをା用しないৃ়あり。屋৔での੿業ৎでもپ
体調ਂ良を૎गるなど೸中ඪのതれがあるときम、お客さまと੺接しないことをનੳしたअえで、ঐスクをା用しないৃ়があります。

テঞワークのཫ行ٴ
ਁુઐ通機ঢ়として列車運行に૑ਏな現業の体਑を೐੅しながら、業ਜ৔ઍによढてमサテライトオইॕスや૔୧勤ਜなどをણ用。
直੺のテঞワーク実઱૾யとしてमম঺で5સங২のল勤૨に。

૎ഉおよび෯ௐ接ඡのઑいがあるৃ়म、国・૚都਩・ୢ௜機ঢ়などの指ંにజढてৌૢٴ
৒期৓なPCRਫ਼ਪの実઱ٴ
৔ద઻ඬと৴௚し、国が実઱するモニタリンॢਫ਼ਪの一৖として、
2021年4াから全జ業৩にৌして൐াPCRਫ਼ਪを実઱。

東急୰੹での૙ୠ接ர実઱ٴ
ਊ঺జ業৩およびੇఔのൌ஦঻をৌ଴に2021年6াから૙ୠ接ரを実઱。

జ業৩の取り組み

車৔ษ開け੿業

つり୓、ুすり、඼り༈などの଎෼੿業

車৔のಿक़イルス・ಿ༳ਸ工੿業

૙ୠ接ரの஘子
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環境配ൟの取り組み1
エ॥なઐ通ু஺としての鉄道

ள੊の੸෷৲ຍಞൾল୤म自ੇ৷ଭ৷車の৺7ীの1

આ০、ॢローバルঞঋルでの൓ຍಞ঺会षのシইトが急速にਤ॒でいる中で、新・中期事業ਅറでもંしたよअに、
鉄道における環境ਙચのさらなる向上म東急電鉄が০৏も୯੷していかなければならない੼கの一つです。
जもजも鉄道म大୤ୟଛ機ঢ়であり、環境にやさしいଭり物といॎれています。実際、鉄道でお客さま1যを1km運व

際にൾলするCO2（ୟଛযキロਊたりのൾল୤）म自ੇ用ଭ用車にૻべて7ীの1ऺど。टからこजਊ঺म鉄道事業が地
ૉ環境改ఒに直੥する事業とኇえており、ૼ୒୓新やગ生૭ચエॿルॠーのણ用・৅電などの取り組みमもちौ॒、環
境に๾൴する移動ু஺として鉄道の利用をയਤする઱ੁもਫ਼ୈしていきます。

-2

ગ生エॿルॠー100٫による਼田谷線の運行

঩মੂの੸෷৲ຍಞൾল୤८টの੃৘஑ৢඐ電車

2019年3া25日から、東北電ৡと東急ঃワーサプライのੈৡにより、਷ৡおよび地೸のみで৅電したગ生૭ચエॿル
ॠー100%による਼田谷線の運行を開始しました。都市型鉄ཾ道線におけるગ生૭ચエॿルॠー100%での通年・全列車
の運行म日ম初です。
జਟ、1年間で東਎ॻーム৺0.5଻ীの1,263t-CO2の二෷化ຍಞをൾলしていた਼田谷線म「日ম初の二෷化ຍಞൾল

୤८ロの都市型通勤電車」となりました。

CO2のచ੖஍ટの૥઴（鉄道と自ੇ用ଭ用車のૻຎ）ٴ
東急電鉄の2018年২のୟଛযキロ：৺113੏km
年間৺11੏8,900ਐযのお客さまを1য1৚ਊたり৺9.6kmୟଛ

この෱௞のୟଛをCO2にఌ઴すると…
お客さま1যਊたりで180g-CO2ൾলされる

自ੇ用ଭ用車で৊ग෱௞を移動したৃ়：1,302g-CO2

ܒ 鉄道のCO2ൾল୤म自ੇ用ଭ用車よりも৺1.1kg૘なくなる
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ْୟଛ୤ਊたりの二෷化ຍಞのൾল୤（2017年২ ൒客）ٓ

ল๕：国ଅઐ通੄঍ームঌー४「運ୟ৖門における二෷化ຍಞൾল୤」
CO2ൾলਉ౐ਜ਼（g-CO2/য km）

この取り組みが௬੼され、2020年5া27日に
ਸ਼11৚ESTઐ通環境大ೖْ環境大෦ೖٓをਭೖ
しました。ਭೖ理૓にम、ગ生૭ચエॿルॠー
100%での運行を実現した঺会৓インঃクトが
大きいਡが଱ऑられました。
০৏もサステॼঈルなまちतくりをਤめるた

め、ম取り組みを国৔におけるગ生૭ચエॿル
ॠーણ用の੔ਤ৓な事୻としてとらえ、さらな
るป線੼க向上に向けて取り組॒でいきます。



SDGsトレインの運行

阪急×阪神×東急が協働する特別企画列車が東西で運行

阪急阪神ホールディングスと東急グループは、SDGsの達成に向けた多様なメッセージを発信することを目的に、国や
自治体・企業・市民団体などと連携して2020年9月より特別企画列車「SDGsトレイン2020」を運行しています。1年と
いう当初の運行期間が1年間延長され、2021年9月からは「SDGsトレイン2021」となりました。SDGsトレインには阪
急電鉄・阪神電気鉄道・東急電鉄の最新の省エネ車両が使用されており、走行にかかる電力をすべて（実質的に100％）
再生可能エネルギーで賄っています。

目黒線では運転士たちが、新たな設備投資などの費用をかけずに運転方法の工夫だけで消費電力を減らす、「新ECO
（エコ）運転」と銘打った運転手法を考案。もともと目黒線では2011年の東日本大震災後から節電を目的に、スピード
を一気に上げてから急減速する一般的な手法ではなく、一定の速度で加速を止め、ブレーキの使用頻度を減らしてゆっ
くり走る「エコ運転」に取り組んでいたものの、この手法が使用できるのは混雑が少ない時間帯の運行かつ、急行との
待ち合わせがない各駅停車のみに限られていました。
今回編み出された「新エコ運転」は、動力を使う「力行」時間を大幅に減らした惰性による「惰行」で走る新たな手

法。お客さまに不快感を与えない速度は維持しつつ、駅の停止位置に自動で停まるシステム（TASC）や駅間の勾配など
も活用しながら、終日・全列車でのエコ運転を可能としています。
新エコ運転導入後の2021年4月とコロナ禍前の2019年4月を比較すると、電車1両を1km走らせるために必要な電力

量を1カ月当たり約13％削減しました。他路線においても、より効果的なエコ運転の導入を進めています。

2021年9月8日～2022年9月上旬（予定）
阪急阪神ホールディングス：SDGsトレイン『未来のゆめ・まち号』
●阪急電鉄 神戸線・宝塚線・京都線および相互直通区間で運行
●阪神電車 本線・阪神なんば線および相互直通区間で運行

運 行 期 間
運 行 区 間 東急グループ：SDGsトレイン『美しい時代へ号』

●東急電鉄 東横線・田園都市線・世田谷線および相互直通区間で運行

社会課題の解決と事業の成長の両立を目指す“サステ
ナブル経営”を掲げる両社グループは、今後も「SDGs
トレイン2021」の東西での協働運行をはじめ、さまざ
まな取り組みを推し進めることで、持続可能な未来の
創造に貢献していきます。

エコ運転の取り組み

終日・全列車で導入可能な「惰行」を活用した新しい運転手法

低騒音型の主電動機や駆動装置を採用し、沿線環境・車外の騒音を旧型車
両（8500系）と比べ約10dB低減。また、次世代半導体素子を用いた制御装
置による主電動機の高効率駆動や、車内全照明と前照灯・尾灯へのLED灯採
用により、使用電力を旧型車両と比べ約50％削減しています。
今後、田園都市線では新型車両「2020系」を順次導入し、2022年度まで

に旧型車両（8500系）の置き換えを進めていきます。

エコ車両の導入

田園都市線を低騒音・省電力の新型車両に順次置き換え

田園都市線 2020系

左・中央：阪急電鉄／阪神電車「未来のゆめ・まち号」 右：東急電鉄「美しい時代へ号」
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みんなのえきもくプロジェクト

資源を無駄なく、歴史ある木造駅の記憶をつなげる

廃材処理時のCO2削減に向けて、池上線池上駅と旗の台駅の駅改良工事で発生した「えきもく（古材）」を駅および沿
線で活用する取り組み。工事前に設置していたホームベンチの復活や「えきもく」を使用した椅子作成ワークショップ
など、古材を通じてこれまで駅を利用してきた方や地域の皆さまと育んできた歴史ある木造駅の記憶を未来とつなげる
イベントを実施しています。

木になるリニューアル

環境に優しく快適な駅を目指して

2016年、開業から約90年が経過した池上線戸越銀座駅を、お客さまや周辺住民
の皆さまのご意見を参考に、木造駅舎の雰囲気を踏襲してリニューアルしました。
「木になるリニューアル」と名づけたこのプロジェクトでは、東京都内の多摩地区
で生育、生産される木材「多摩産材」を用いたホーム屋根の建て替えや、トイレ･
駅舎内外装の改修を実施。さらに商店街と連携した駅施設デザインの検討や街の情
報発信機能の整備などを行い、話題づくりと来街促進を図りました。リニューアル
した戸越銀座駅は、2017年度グッドデザイン賞をはじめ、数々の賞を受賞してい
ます。

2017年からは、池上線旗の台駅でも「木になるリニューアル」に着手し、2019
年7月に完了しました。老朽化したホーム屋根の建て替えでは、池上線ならではの
アットホームなデザインと素材を採用し、待合室にも木材を活用。空調完備の居心
地のよい空間に生まれ変わりました。本プロジェクトでは、約210㎥の多摩産材を
使用。従来の鉄骨造に比べて、材料製造時の二酸化炭素放出量を約180トン削減す
るとともに、炭素固定化により約120トンの二酸化炭素を貯蔵することで、合わせ
て約300トンの二酸化炭素削減に寄与しています。

池上線長原駅においても駅舎および軒下空間を改修するプロジェクトが進んでお
り、2021年秋に竣工する予定です。

旗の台駅

戸越銀座駅

池上駅で使っていた角材を使って、椅
子を製作するワークショップを実施。
製作した椅子は長年の想いが詰まった
古材の表情（古材面）を生かした椅子
となっています。

実施日時 2018年6月30日

第1弾

池上駅の「えきもく」で椅子をつくろう
池上駅・旗の台駅の古材で、商店街に
飾る「森のクリスマスツリー」のオー
ナメントを製作するワークショップ。
飾りつけしたクリスマスツリーは旗の
台東口通り商店会に設置されました。

日時 2018年11月23日

第2弾

“えきもく” でクリスマスオーナメントをつくろう

地域の11事業者に対して、池上駅に設
置されていたベンチを古材でリデザイ
ンした「えきもくベンチ」の自作キッ
トを配布し、設置してもらいました。

実施日時 2019年8月～

第3弾
池上駅の「えきもく」を使った
ベンチを街に拡げよう︕

旧池上駅の記憶を継承し、新しくなっ
た池上駅の駅ビルのさまざまな場所
に、えきもくを活用した家具やモニュ
メントなどを設置しました。

実施日時 2021年3月～

第4弾
新しい池上駅の駅ビルに
生まれ変わったえきもく達

長原駅（イメージ）
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東横線渋谷駅の自ேఌਞシステム

਼ੀੂの৉ৣകにउऐॊপૠெ自ேఌਞ३スॸムを఼৷

地下駅全体のఌਞ・૬調を行अ際のエॿルॠー଩੖のため、東横線渋谷駅で
म、ఌਞに自ேのৡを利用しています。直੥している「渋谷঄ढ़リエ」にम屋
ਗषつながる฾き௷けを設けており、駅にもഐඬのൾ೸で཮められたଡ৔の૬
ਞの通り道として、঍ームమから3ಽにॎたる฾き௷けを設けました。೸い૬
ਞम、ৌ૴によढて「渋谷঄ढ़リエ」の฾き௷けからਗषൾলされ、替ॎりに
ਗのഐたい૬ਞが৔৖षと導かれます。このよअな地下駅における大ૠெ自ே
ఌਞシステムの採用म਼ੀ初の૥みです。

੪ક୺駅の୬഻光৅電システム

ள੊঵ੀਈপૠெの୬഻୾ঃॿঝをਝ઼

੪ક୺駅の঍ーム屋உ৖ীと॥ン॥ースの上৖にम、140キロワットীの୬
഻光৅電システムを設置。このシステムにより、2018年২म੪ક୺駅全体の
電ৡઞ用୤の৺10٫を༱ढています。また、঍ーム屋உの一৖にम්光ਙの高
いテইロンჍをઞ用し、自ே光による快適さを઀୹しています。
౎にも੪ક୺駅でम঍ーム屋உにఋढたං਷を঍ーム下に設置したฅ೏ဓに

ฅめてトイঞのຸཱི਷として利用しており、駅トイঞの਷ઞ用୤の৺25٫を
༱ढています。さらに改札ਫએの॥ン॥ースを෤化。౴木षの਷やりमএンプ
をઞॎず、ଅယの下にฅ೏したං਷から೘物が૑ਏな਷टけをลい上ऑるᏲ਷
システム（テラএンॻ工法）を採用しています。

「with ⒕（क़ॕズ・ঁート）」
঳যऱधॉऋ自ীैखऎථैचॊඌをਢऐथःऎञめに

「॥॥ロでまちを、サステॼঈルに。」といअ॥ン७プトのもと、一যऱとりが自ীらしくථらचる
街がずढと続くよअに、環境ણ動などをઁめていくアクシঙンを「with ⒕（क़ॕズ・ঁート）」と੕
ูし、取り組みをງ介する঍ームঌー४を2021年7াに開設しました。

U R L https://ii.tokyu.co.jp/withheart

2021年5া12日から৊年10া31日まで、東急線のPASMO৒期ଊを੅ढて
いる্をৌ଴に৒期ଊ৳થの新たなહਸ੼க൉ୗを目৓とした環境配ൟ型サঈ
スクリプシঙンサービス「TuyTuy（ॶイॶイ）」の実઒実験を実઱しまし
た。
このサービスमお客さまのৎ間੼க向上とサーキュラーエ॥ঀ঑ーの実現を

目指し、電動アシスト自転車・モバイルバッテリー・ེなどのシख़アリンॢを
中ੱとした೶利なサービスや、生௉ॿットスーঃー・テঞワークプঞイス・
ইॕットॿスクラঈなどをお੭に利用できるサービスなどが利用૭ચです。

環境配ൟ型サঈスクサービス「TuyTuy」

৒਋ଊ৳થ঻଒৒でؚ೶ਹऩサービスを઀୹

2021年5া12日〜2021年10া31日
7াଜ：૮મ〜ٴ
8া〜10াଜ：500৞/াٴ
https://tuytuy.jp/

ৰୡ਋৑
ఃஈમস

URL

自ேఌਞシステム（イওー४）
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ঘニバーサルなサービスのਤ化2
バリアইリーのਘ化

ਞ੅ठेऎਹ৷でऌॊകを৯੐खथ

すべてのお客さまが利用しやすい鉄道駅を目指し、஺୷のੰ଎が૑ਏとされていた97駅全駅でバリアইリールートの
整備を完了しています。東横線・田園都市線渋谷駅のল入ઠB6やল入ઠA6におけるエঞべーターの整備、田園都市線三
軒茶屋駅、桜新町駅でのエঞべーターのੜ設工事なども完了し、すでに運用を開始しました。

৔্線હきਡ૾ঈロック

さらに、全駅でਡஊ運൛਀を設置しており、自動ଊਲ਼機、自動改札機でもਡஊ਀ંをし
ているऺか、ଡୗがളහな駅でम、ଡ৔の઱設のৃਚや現૔地をਡஊでओ੧৔するඡੴ੧
৔ഝを設置しています（一৖ఠଢ੧৔હき）。঍ーム上においても、どちらが঍ームの৔
ડかীかるよअに、৔ડに᏾型の線のある৔্線હきਡ૾ঈロック（঍ーム໿ഈ૤ઔঈ
ロック）を、७ンサーહきಕ৒ૄ঍ームፆを設置するすべての駅にഢ設しています。

バリアইリー৴൪アプリॣーシঙンٴ

車いすやஜጫを利用されるお客さまの電車のଭりఋりを੍ରする業ਜをਫન・৞ෟに実઱するために、バリアইリー৴൪
アプリॣーシঙンを開৅。2017年よりমત運用しています。
これまで介助が૑ਏな車いす利用঻やଳಁ௽がい঻の্をৌ଴とした駅間の৴൪について、駅બ৩がન実に৴௚できるよ

अ、ੲਾુથがઍಔかつ入ৡがල౐なアプリを開৅したことで、঄ューঐンエラーによる঑スが੖り、ન実な੧৔ができる
よअになりました。

バリアইリー৴൪アプリ

঍ームの車૏ଭఋઠの஺୷・傝間のੰ଎ٴ

৴௚घॊੲਾのॹ४ॱঝ৲
・ଭ車駅・ఋ車駅の駅બ৩間のੲਾ৴௚をアプリॣーシঙン上で実઱
・列車運行૾யをશシステムから取੭し、
ॲイখがೊれた際なども現૔の運行૾யに়ॎचてओ੧৔が૭ચに

঄গーঐথग़ラー೪止
・ఋ車੒৒駅に電車が੺तくと、一৒間࿒でഈଜにアラートを通ੴ
・঍ームॻアにቦりહけられたQR॥ーॻをഭみ取ることで、ਫનなଭ車ਜ਼置を৴௚

ੲਾの૭ଳ৲
・ଭ車駅・ఋ車駅の管理঻が、現૔ਤ行中のৌૢステータスを一༮でનੳ૭ચ

どなたでも਍全に঍ームと車૏をଭりఋりできるよअ、঍ーム
と車૏෫એの஺୷・傝間をೠ小する取り組みをਤめています。
૚列車の車いすスঌースがある車૏ॻアのଭఋઠにम、૭ચな

଒り঍ームと車૏の傝間をೠ小するためにくし型૾०ムの設置を
ਤめています。2021年২म4ढ़ਚで設置が完了しました。
また、バリアইリーफ़イॻラインに৒める஺୷・傝間の目਍க

を௥たす車૏ॻアなどのਜ਼置を、঍ームঌー४および東急線アプ
リにてਁ਀。૚路線・૚駅のถ಍な૾யをൕંすることで、お客
さまのスムーズなଭఋや移動をサএートします。

঍ームঌー४でのओ੧৔イওー४

東急線アプリでの
ओ੧৔イওー४

くし型૾०ム

アプリの઺એ
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ઞいやすい多機ચトイঞを整備

トॖঞஞૄ৲をਤめؚആ਷ຸཱི೶ౠਝ઼100٫ष

現૔、ป線にあるトイঞのஞૄ化とആ਷ຸཱི೶ౠの設置
をਤめています。さらによりઞいやすい多機ચトイঞを目
指して、全஼オストওイト（য工৓なൾᩘ機ચを੅つ্）
にৌૢ。お子さま৴れのお客さまのためにঋビーঋッॻも
設置しています。

横浜駅トイঞ

ଳಁ௽がい঻向けഭみ上ऑ機ચٴ

お年ఞりやମ体のਂ自૓なお客さまにも਍ੱして東急線を
利用していたटけるよअ、「おもてなしのੱと介助ૼ୒」の
ಆ੭に౑めています。鉄道の現業でણඩする駅બ৩とଭਜ৩
の全৩がサービス介助士を取੭しており、取੭૨म2021年
10াଜৎਡでऺऻ100%です。

サービス介助士ৱત取੭൥ౠの実઱ٴ

実ૼ൥ౠの஘子

東急線૚線の運行ੲਾなどをリアルタイムで઀୹するお客さま向けアプリॣーシঙン「東急線アプリ」（ถ಍मP29）を、
Amazonが઀୹するクラक़ॻঋースのఠଢサービス「Amazon Alexa」にৌૢさचることで、ੲਾのバリアইリー化を௓ਤ。
ఠଢでඝ੿できるAlexaৌૢデバイスにਵしかけるटけで、઺એのၡ༮なしでのඝ੿が૭ચとなり、ଳಁ௽がいのある্でも
ල౐にੲਾをનੳできるよअになりました。

৔ద੕৶প෦਀༟をਭೖ
2020年12া16日、東急電鉄म「ഥਮ2年২バリアইリー・ঘニバーサルデ२イン௓ਤ඘ௌ঻਀

༟」のअち、ਈも高い௬੼をਭけた取り組みに๔られる「৔ద੕理大෦਀༟」をਭೖ。੣相ਁཉ
において਀༟ૄが෋り行ॎれ、ඔ৔ద੕理大෦から਀༟をਭけました。
ম਀༟म、バリアইリー・ঘニバーサルデ२インの௓ਤについてႀ෩な඘ౚのあढた঻をႀ༟

し、રれた取り組みをઁく൤఺さचることを目৓として実઱されているもので、০৚が19৚目と
なります。

਌な௬੼এイント
・大ুড়鉄初の取り組みとして、2019年২ଜまでに東急線全駅پに঍ームॻア・७ンサーહಕ৒ૄ঍ームፆの設置を完了さच、
঍ーム上の਍全ਙ向上、਍৒運行に大きくఞଖ 田谷線・こどもの国線を௾く਼پ

・東急線アプリによる、運行ੲਾや૚駅バリアইリーੲਾなどさまざまなੲਾを多くのお客さまに઀୹
・ಸ急ৎにम駅঍ーム上や改札ઠに設置のデ४タルサイॿー४に੧৔をൕলし、ലಁに௽がいのあるお客さまषੲਾを઀୹
・௽がいのあるお客さまの列車ଭఋ੧৔ৎに、ଭ車駅、ఋ車駅の駅બ৩間で
ਫનかつઍಔにੲਾ৴௚できる「バリアইリー৴൪アプリ」の開৅

・サービス介助士ৱતの取੭௓ਤ、「接客サービス選ুਥ」の৒期৓な開ಈによる駅બ৩の接客ૼ୒の向上

਀༟ૄの஘子
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おもてなしफ़イॻ

アॼक़থスఠଢऩनを੗੉ୁ৲ख௰঩ਗবযをサএート

2019年8াより、০৏ੜਸする௰日ਗ国যに東急線を਍全・਍ੱ・快適に利用してもらअために、খঐঁが開৅した
ఠ஭通ਦૼ୒「SoundUD」を用いたఠのঘニバーサルデ२イン化੍ରシステム「おもてなしफ़イॻ」を、東急線の全駅
（਼田谷線・こどもの国線を௾く）と全列車に導入しています。

駅બ৩・ଭਜ৩に配布しているタঈঞットഈଜに「おもてなしफ़イॻ」のଣଛ用アプリをインストールすることで、಼
૩・ୟଛ௽૩ৎのੑ઺運೬・間ਬき運転・ീନし運転などにঢ়する੧৔のऺか、ฌけ੢みଭ車といढたିਔᄁକなど、
48ரథのアॼक़ンスを「日・ஶ・中・஻」の4੉ୁでのଣଛが૭ચに。駅ଡ৔でम、駅のଣଛಎ置とタঈঞットഈଜを接
続することでଡ৔ଣଛを行い、列車৔においてम車რঐイクを通गてタঈঞットഈଜから৅चられるఠଢをଣଛします。
また、駅・列車でアॼक़ンスఠଢとあॎचて「ఠଢトリफ़ー」とళばれるఠ஭通ਦఠを૴しており、お客さまमスঐート
ইज़ンなどにインストールした「おもてなしफ़イॻ」アプリでਭਦしたଣଛ৔ઍを13੉ୁの文ஊੲਾでનੳできます。
ਊ঺でम、これまで駅の改札ษઠなどでの1ৌ1の多੉ୁओ੧৔ਘ化に取り組॒できましたが、「おもてなしफ़イॻ」

をણ用することで、特に಼૩・ୟଛ௽૩ৎに、০までਰ上により多くの௰日ਗ国যにဌ速かつきめ಍かなੲਾ઀୹を行ढ
ていきます。

子どもৄஹりサービス「エキッズ」

उ৕औऽのৢૌੲਾを৳૧঻にওーঝでउੴैच

東急७キュリテॕがਊ঺や東急バスと৴௚し、お子さまが東急線の駅自動改札機や東急バスの運൛機にPASMOをタッ
ॳした際の通ૌੲਾを৳૧঻にওールで配ਦする子どもৄஹりサービス「エキッズ」を઀୹しています。

মサービスम、ుญがಬ౗にඕき੢まれる事੯や大ૠெ
な自ே಼૩・౮ଞਞ଴などの৅生により、通学・通྆ৎの
通ૌੲਾを配ਦするওールなどのニーズが高まढているの
をਭけて導入されたものです。東急線全線および東急バス
の路線バス全線で利用できます。

サービス઀୹঻：東急७キュリテॕ

ଣଛఠଢ4؟੉ୁ
日মୁ、ஶୁ、中国ୁ、஻国ୁ

੗੉ୁ਀ં13؟੉ୁ
日মୁ、ஶୁ、中国ୁٛල/෬ٜ、
஻国ୁ、ইランスୁ、スঌインୁ、
ॻイॶୁ、タイୁ、タफ़ロॢୁ、
ঋトॼムୁ、ঐঞーୁ、
インॻॿシアୁ

঩ ஶ
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相鉄・東急直通線
相鉄線から新横浜を経由し、
東急線日吉駅までの区間に整備される連絡線
・東急電鉄の営業区間：日吉駅～新横浜駅

⇒「東急新横浜線」
・相模鉄道の営業区間：新横浜駅～西谷駅

⇒「相鉄新横浜線」

東急線沿線⇔新横浜（新幹線）のアクセス向上
相鉄線との相互直通運転による
新たな鉄道ネットワークの形成

（都市鉄道等利便増進法に基づく）
国／地方自治体／鉄道建設・
運輸施設整備支援機構が3分の1ずつ負担

2022年度下期予定

概 要

効 果

事 業 費

開業時期

新空港線（蒲蒲線）
2000年1月に運輸政策審議会答申第18号で
京急空港線と東急多摩川線を短絡する路線の
新設として答申され、2016年4月の
交通施策審議会答申198号においては、
空港アクセスの向上に資する
プロジェクトとして位置づけられた

東急線沿線地域から、
国際化する羽田空港へのアクセスを強化

概要

効果

鉄道ネットワークの拡大・強化

相互直通運転を進めることで多方面へのアクセスが大幅に向上

創業以来、鉄道ネットワークの拡充と強化に取り組み続けています。直近では2013年より東横線と副都心線の相互直
通運転がスタート。これにより、埼玉方面から横浜までが1つの路線として結ばれるとともに、東横線から乗り換えるこ
となく新宿・池袋方面へアクセスできるようになりました。

2022年度下期には、「相鉄・東急直通線」の開業を予定しており、相鉄線との相互直通運転や、東西交流の拠点とな
る新横浜での新幹線アクセスを強化していきます。
また、蒲田と羽田空港を結ぶ新空港線計画、いわゆる「蒲蒲線」事業も推進中です。関係者との協議・連携を図り、早

期実現を目指します。

都市交通における快適性の向上と課題の解決33

新駅の名称に「新綱島」駅を選定
2022年度下期に「東急新横浜線」綱島地区に開業する新駅の名称について、公募

の結果、多くのお客さまから支持され、新しい駅の新規性を分かりやすく表現する駅
名として「新綱島駅」を選定しました。この駅名には、綱島駅の東側にできる新しい
駅・路線の新規性や将来性、新幹線アクセス拠点である新横浜駅との親和性や、綱島
地区の新たな玄関口として、街全体のさらなる発展への期待が込められています。
今後、新横浜駅も含め駅名決定に向けて、都市鉄道等利便増進法に基づき関係自治

体との協議などの手続きを進めていきます。

所 在 地 神奈川県横浜市港北区綱島東一丁目
駅 構 造 島式1面2線
駅 設 備 改札口1カ所、エレベーター2基、

エスカレーター13基、上下線ホームドア

改札付近イメージ図
※パースは現時点でのイメージであり、
実際とは異なる場合があります

（提供： 独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構）

※駅名は、整備主体の独立行政法人鉄道建設・運輸
施設整備支援機構と営業主体の当社および相模鉄
道株式会社が都市鉄道等利便増進法に基づき神奈
川県および横浜市に協議を行い、同意を得たうえ
で国の認定を受けて正式に決定します。
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田園都市線 2020系
新型車両「2020系」は従来の車両よりも50名（10両）定員数が多く、さらに車

いすやベビーカーのお客さまが利用しやすいよう、各車両にフリースペースが設け
られています。

2018年3月28日 運転開始
2021年9月末時点 28編成導入

大井町線 6020系
「6020系」は混雑率が上昇した急行車両を、6両編成から7両編成に順次変更す
るのに合わせて導入されました。同時にダイヤも改正し、急行列車の増発を行うこ
とで輸送力を増強しました。

2018年3月28日 運転開始
2021年9月末時点 2編成導入

目黒線 3020系
2022年度下期開業予定の「東急新横浜線」による需要増が見込まれる目黒線で

は、当社が所有する全26編成の8両化を予定しており、それに合わせて新型の
「3020系」を導入しました。

2019年11月22日 運転開始
2021年9月末時点 3編成導入

左から、3020系、6020系、2020系

新型車両の導入

2020系、6020系、3020系が次々と登場

輸送力の増強などを目的に、2018年3月、田園都市線と
大井町線に新型車両が加わりました。田園都市線に導入さ
れた車両が「2020系」、大井町線に導入された車両が
「6020系」です。
さらに、2022年度下期開業予定の「東急新横浜線」に

よる需要増が見込まれる目黒線では、新型の「3020系」
を導入しました。

3つの新型車両には空気清浄機を設置し、座席の背もた
れには高いハイバック仕様を採用。また、2020系ではド
ア上・連結部・座席上に、6020系と3020系ではドア上に
液晶ディスプレーが配置され、多言語案内の充実を図ると
ともに、ニュースや天気予報など充実した情報サ―ビスを
提供します。
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大井町線大井町駅～田園都市線長津田駅（種別：急行）
【有料座席指定サービス乗降可能駅】大井町、旗の台、大岡山、自由が丘、二子玉川
【有料座席指定サービス降車専用駅】溝の口、鷺沼
【フリー乗降駅】 たまプラーザ、あざみ野、青葉台

400円（税込）

運 行 区 間
サービス区間

料 金

クロスシート

有料座席指定サービス「Q SEAT」

帰宅するお客さまの着席ニーズに応える取り組み

2018年12月14日より、大井町線では平日夜の有料座席指定サービス
「Q SEAT」を導入しています。これは平日夜の帰宅ラッシュ時に、大井
町線を利用して田園都市線方面に帰宅するお客さまの着席ニーズに応え
るものです。
現在運行している大井町線急行列車（7両編成）のうち1両を、ロング

シートからクロスシートへ転換できる車両に置き換え、大井町駅発・田
園都市線直通の急行列車（長津田駅行き）として運行します。既存車両
よりも広い座席に加えて、電源コンセントとカップホルダーを設置して
おり、さらに車内Wi-Fiサービスも無料で利用可能。新たに帰りの「選択
肢」を提供することで、快適な通勤ルートとして、大井町線の魅力をよ
り一層高めています。
今後は他路線への展開など、サービス拡充の検討を深めていきます。

目黒線8両編成化

東急新横浜線開業も見据えて、目黒線の輸送力を増強

「東急新横浜線」開通による将来的な需要増を見越して、目黒線では新型3020系を導入し、全26編成の8両化を
進めています。8両編成となることで輸送力が強化され、車内の快適性も向上する見込みです。

奥沢駅リニューアル

駅舎・駅ビルのリニューアルに合わせ
街の回遊性向上を目的とする連絡デッキを整備

奥沢駅は目黒線8両編成化に合わせてホームと
車庫を改修するとともに、目黒線の速達性を向上
するため、上り線側に待避線と通過線を整備して
います。
また、上り線側駅舎や駅ビルのリニューアルに

伴い、街の回遊性向上を目的として、南北をつな
ぐ連絡デッキを整備し、2021年度末の供用開始
を予定しています。

6両編成から8両編成に変更していくのに伴い、各駅では追加される2両
分のホームドアの延伸工事を実施。また、車内の案内表示器をLED表示器
から液晶モニタに変更し、運行状況や必要な情報を文字やイラストなどの
視覚情報と4カ国語対応により、より分かりやすくお客さまに提供できる
ようになりました。 ホームドア2両分追加イメージ

工事中の奥沢駅 連絡デッキ完成イメージ

ホームドアホームドア

「列車走行位置」表示画面
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駅構内の様子を配信するサービス「駅視-vision（エキシビジョン）」を鉄
道会社として初めて導入しました。駅の混雑状況などを、視覚的に、かつタ
イムリーに発信することで、乗車の見合わせや迂回ルートの選択など、行動
判断の一助としていただき、負担感の軽減や、東急線のさらなる安全性向上
を図っています。

〈駅視-vision（エキシビジョン）〉

〈車両別混雑度の表示〉
混雑の平準化、遅延の解消を目的に、田園都市線、東横線、目黒線におけ

る平日全列車の、車両別の混雑度を表示するサービスを展開しています。到
着する列車の車両ごとの混雑度を6段階の色やアイコンで表示し、空いてい
る車両を「見える化」することで、通勤時など、利用する列車の乗車時間を
変えることができない場合でも、お客さま自身で車両を選択し、快適に乗車
いただくことが可能です。

駅視-visionの画面イメージ

「車両別混雑度」表示画面

東急線アプリ

役立つコンテンツが詰まったお客さま向けアプリケーション

東急線の運行情報、各駅の時刻表や列車走行位置、また、運休や遅延などの運転支障が生じ
た際に便利な迂回ルート検索や遅延証明書の発行など、東急線に関するさまざまな情報やサー
ビスを発信するスマートフォン向けアプリケーション「東急線アプリ」を提供しています。

〈列車走行位置の表示〉
各路線における列車のリアルタイムな走行位置を表示するサービスです。

あと何分で到着するのか、一目瞭然となります。
※東急多摩川線・池上線・世田谷線の遅延時間は非表示となります

〈駅情報の表示〉
ホーム出口や、各サービス・施設の位置など、駅構内を分かりやすいアイ

コンでナビゲート。アプリで事前にチェックいただくことで、スムーズな駅
の利用が実現します。

「段差・隙間」表示画面

〈バスナビ／マイバス〉
東急線アプリでは鉄道だけでなくバスの情報も提供中（「バスナビ」）。東急

線駅名や停留所名称を検索することで、時刻表はもちろん、バスの位置情報
や所要時間などが分かります。
また、「マイバス」（最大5停留所）を設定することで、事故や設定された

停留所付近（3つ前の停留所から表示）のリアルタイムなバスの位置情報を、
メニュー画面をスライドするだけで簡単に入手できます。

「バスナビ」表示画面

ホームと車両床面の段差・隙間が比較的小さい乗降口に関する情報を提供
しています。またエレベーター、エスカレーター、階段、ホーム屋根、車い
すスペースの位置を一画面で確認することができ、ご利用前に乗車駅と降車
駅のこれらの情報をあわせてご確認いただくことで、お客さま自身でより便
利な乗降口を事前に選んでいただけるようになります。

〈ホームと車両床面の段差・隙間の表示〉
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44 人、街、暮らしをつなげるプラットフォーム

渋谷駅

アーバン・コア

駅施設

デッキ動線

地下動線渋谷
スクランブル
スクエア
第Ⅰ期（東棟）

第Ⅱ期（中央棟・西棟）

東横線
副都心線

渋谷
ヒカリエ

渋谷
フクラス宮

益
坂
上

道
玄
坂
上

渋谷マークシティへ

銀座線

ＪＲ線

▽３Ｆ

▽２Ｆ

▽ＧＬ

▽Ｂ１

▽Ｂ２・３

▽４Ｆ

JR１階
コンコース

田園都市線
半蔵門線

乗換え
コンコース

渋谷ヒカリエのアーバン・コア

再開発事業と連携した駅改良プロジェクト

官民が連携し、安全で便利、快適なインフラを目指す

東急グループでは、渋谷駅周辺の再開発事業を筆頭に、東急線沿線でさまざまなまちづくりのプロジェクトを進行して
います。官民が連携することで、駅を中心としたインフラの安全性・利便性・快適性を高めています。

各鉄道会社が谷の底で開発を重ね、発展を遂げた渋谷駅。その結果、利用者にとって
街の構造は決して便利なものではありませんでした。
再開発にあたり、駅構内の動線を大きく改良し、安全かつ回遊性の高い街を目指して

います。その動線整備のポイントとなるのが、快適性を高める「アーバン・コア」と歩
行者デッキです。「アーバン・コア」とは、地下と地上を結び人々を誘導する、街に開
かれた縦軸空間。スリバチ地形である渋谷の縦移動を便利にするため、エレベーターや
エスカレーターにより多層な都市基盤を上下に結びます。
当社は、再開発を推進する東急（株）や東急不動産をはじめ、各関係者と連携を図って

います。

１

渋谷区とともに、駅とその周辺のサインの設置位置、掲載内容、デザインの統一を実施。
2019年11月、案内誘導サインの改善の一環として渋谷駅の利便性向上と、街の回遊性の向上を
目的に地下出入口番号を振り直しました。
これらサインへの取り組みが評価され、第54回日本サインデザイン賞「経済産業大臣賞」を

受賞しました。

案内サインの改善
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南町田グランベリーパーク駅
2019年11月13日、南町田に駅・公園・商業施設が融合した、新しい暮らしの拠点「南町田グランベリーパーク」が誕生しま

した。南町田駅の周辺を開発した本プロジェクトは、町田市と連携し、鶴間公園と2017年に閉館したグランベリーモールの跡
地を中心に、都市基盤・商業施設・駅などを一体的に再整備したもの。公園や商業施設を含む新しいまちの名称を「南町田グラ
ンベリーパーク」とし、自然とにぎわいが融合した暮らしの拠点を創出しました。
同時期に駅改良工事を実施し、公園や商業施設と融合した開放的な駅空間にするとともに、エスカレーターやホームドアを設

置して安全性と利便性を追求。また、駅名を「南町田」駅から「南町田グランベリーパーク」駅に改称し、平日も急行列車が停
車する駅へと生まれ変わりました。
南町田グランベリーパークは国際的な環境認証制度LEED®（Leadership in Energy and Environmental Design）の取得に

取り組んでおり、駅舎部分については2020年6月22日に「LEED NC（新築部門）」のゴールド認証を、駅舎含む開発エリアに
ついては同年7月22日に「LEED ND（まちづくり部門）」のゴールド認証を取得しました。

2

池上駅
池上線池上駅では、池上エリアのまちづくり機運の高まりを受け

て、駅利用者の安全性と地域の利便性向上を果たす駅舎改良および
駅ビルの開発プロジェクトを実施しました。
駅舎の改良にあたっては、北側に１カ所ある改札口を橋上化し、

南口を新設。これにより改札内にあった踏切を廃止し、2020年7月
19日から新駅舎の運用を開始しました。

2021年3月30日には商業施設「エトモ池上」がオープン。街のさ
らなる発展に資する拠点を目指して、地域に求められる保育園や、
公共・公益施設などの生活支援施設、大田区立池上図書館、「東急
フードショースライス」など全26店舗で構成されます。

外観のデザインには、740年以上の歴史を有す池上本門寺を中心と
した門前町の歴史性を採用。全国から約30万人が訪れ、街が明かり
に包まれる、池上本門寺の「お会式（おえしき）」の万燈（まんど
う）をモチーフとした行燈を灯す列柱や和を感じさせる大きな庇を
駅出入口に設けることで、駅と街の一体感を醸成しています。
さらに東急（株）は、大田区と「地域力を活かした公民連携によ

るまちづくりの推進に関する基本協定」を締結しており、今後も駅
を中心とした地域の持続的な発展を目指します。

2021年10月、地域特性を生かした温かみのあるデザイン、施設各
所から池上線を間近に眺められる設計、地域生活を支える施設の充
実、「みんなのえきもくプロジェクト」による地域連携などが評価
され、鉄道建築協会賞「特別賞」を受賞しました。

3
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駅機能の拡充

旧定期券うりばをシェアオフィス化

Green UNDER GROUND

田園都市線5駅リニューアルプロジェクトがスタート

田園都市線地下区間の5駅（池尻大橋駅・三軒茶屋駅・駒沢大学
駅・桜新町駅・用賀駅）は、当社初の地下鉄である「新玉川線」とし
て1977年に開業しました。
開業後40年以上が経過した今、この田園都市線の地下区間5駅にお

ける鉄道の安全・安心向上を目的とした設備更新工事に伴い、「脱炭
素・循環型社会」の推進、地域とつながる駅空間の実現、「サステナ
ブルな地下駅づくり」を目指すリニューアルプロジェクト「Green
UNDER GROUND」がスタートしました。プロジェクト名に含まれる
「Green」には、「快適・安心」「スムーズ」「クリーン・サステナ
ブル」「親しみが生まれる」「新しさがある」などの想いを込め、訪
れた人が心地良く、ワクワクする体験ができる空間を目指します。

2021年7月12日、今般のテレワークの定着や住宅地近接のシェアオ
フィスの二―ズの高まりに対応し、武蔵小杉駅・長津田駅の廃止に
なった定期券うりばを暫定活用した個人向けシェアオフィスの提供を
開始しました。
オフィスデザインやオフィス家具のサブスクリプションの導入実績

が豊富な株式会社subsclifeや、入退室から決済までアプリ内で完結す
るテレワークプレイス提供サービス「Suup」との協業により、初期費
用や人件費などを削減することで、気軽に利用できる低価格設定を実
現しています。
暫定活用期間は約1年の予定です。

第1弾 駒沢大学駅リニューアル「UNDER THE PARK」
地域の憩いの場である都立駒沢オリンピック公園の最寄り駅として、

公園とともにあるライフスタイルをイメージするデザインを取り入れ、
広がりを感じられる空間を創出します。また、東口・西口に接続するビ
ルや駅構内では、お客さまの利便性向上と、街の魅力を生かした駅機
能・サービスの導入により、地域に開かれた新たな駅のあり方の実現を
目指します。2024年夏に竣工予定です。 駒沢大学駅リニューアルイメージ

TSO エキ de work Kosugi（外観・内観）

キッズワールド
モハ510形

2020年2月末より休館中のB棟を、「大人がワクワクするアミューズメントシェアオフィス」を
コンセプトとした個人向けシェアオフィスとして暫定活用しています。普段味わえない電車の客
席や、飛行機の操縦席間近でのデスクワークが可能です。座席数は4エリア29席と休憩コーナーの
4席の計33席。暫定活用期間は2021年8月1日から約1年間を予定しています。

休館中の「電車とバスの博物館 B棟」もシェアオフィス化

TSO エキスル長津田（外観・内観）
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池上線沿線の魅力を多くの方に知ってもらい、訪れていただくこと
を目的に、品川区・大田区などの行政機関、地元商店街や沿線住民
の方、企業と連携して、人情感や下町情緒などの魅力が詰まった地

■ 第1弾「池上線フリー乗車デー」（2017年10月9日）
■ 第2弾「池上線全線祭り」（2018年11月23日、24日）

池上線 生活名所プロジェクト

地域と連携したイベント

域資源を「生活名所」候補として15カ所選
定し、周知しています。2017年には1日無
料で池上線に乗車できる首都圏初のイベン
ト「池上線フリー乗車デー」を実施。2018
年には「池上線全線祭り」として、全線各
駅で大小さまざまな催事を開催しました。

した。リニューアルコンセプトは
「街に映える駅」。大倉山駅前か
ら広がるヨーロッパ調の明るい商
店街に溶け込むよう、白や茶色な
どのアースカラーでデザインし、
ホーム上の照明も、ヨーロッパ調
のものを設置しています。

2015年12月から大倉山駅のリニューアル工事が実施され、ホーム
上家改修、鉄骨塗装、ホーム外壁改修、ベンチ設置、意匠照明新設
などが行われました。その完成を記念して、2019年2月7日に「東
急線大倉山駅リニューアル記念式～感謝の思いを伝える会～」を実
施。駅に愛着を持ってもらうとともに、地域との信頼構築を図りま

大倉山駅リニューアル記念式 ~感謝の思いを伝える会~

2019年11月10日、車両の検査を行っている長津田車両工場および
隣接する東急テクノシステムの長津田工場を見学できる「2019 東
急電車まつりin長津田」を開催しました。本イベントは、東急線を
ご利用のお客さまや近隣に住む方々に車両工場内を見学していただ
き、東急線の安全に対する取り組みへの理解を深めてもらうための

2019 東急電車まつりin長津田

のもの。約4,000名の方を招待し
て、普段は公開していない車両
工場内で実演体験や各種設備の
見学会を実施しました。また、
各種鉄道グッズや飲食物の販売
も行いました。

2019年8月24日、プロサッカークラブ・川崎フロンターレと連携
し、試合前イベント「川崎の車窓から～東急グループフェスタ～」
を開催。地元密着型クラブとして地域活性活動に取り組む川崎フロ
ンターレと沿線活性化を目指す当社が、地域全体を盛り上げること
を目的に実施しています。2019年は「東急電鉄5000系」の台車

2019川崎の車窓から～東急グループフェスタ～

とパンタグラフ、さらに実際に
使用されている線路を等々力競
技場前のイベントスペース内に
設置。また、写真撮影会やゲー
ムコーナー、缶バッジ作成コー
ナーなどもつくりました。

招き猫発祥の地といわれている豪徳寺の招き猫のデザイ
ンを車体にラッピング。車体の前面には猫耳が描かれ
「猫感」の強い装いに。内装には招き猫型の吊り手や、
床面にねこの足跡が施され、見ても乗っても楽しい遊び
心にあふれた電車になっています。

こどもの国の魅力を発信する「こどもの
国線楽しモウ～イベント」の一環で、雪
印こどもの国牧場の「牛」をイメージし
たラッピング電車を運行。さらに2020
年3月29日からは、同牧場の羊をイメー
ジしたラッピング電車「ひつじでん
しゃ」も運行開始しました。

■きになる電車 2016年3月28日～終了未定
■緑の電車 2019年11月25日～終了未定

■世田谷線改称50周年記念 2019年5月12日～終了未定
（玉電開通110周年 2017年9月25日～2018年3月末）

ラッピング電車

楽しい見た目がSNSでも話題に

地域を盛り上げるキャンペーンの
一環として、さまざまなラッピング
列車を運行しています。
昭和20年代に池上線と旧目蒲線を

走っていた懐かしい車両をモデルに
デザインされた「きになる電車」や
30年ぶりに復活した池上線の「緑の
電車」、玉電開通110周年や世田谷
線改称50周年を記念した「幸福の招
き猫電車」、こどもの国の魅力を発
信するために装飾された「うしでん
しゃ」など、乗るだけでなく車両を
見た方にも楽しんでいただける仕掛
けを施しています。

「きになる電車」が、 2016年より池上線と多摩川線にて
運行中。車内はウッディなデザインとトーンでコーディ
ネートされています。さらに2017年度より実施している
「池上線活性化プロジェクト」の一環で、2019年11月、
「緑の電車」の愛称で親しまれた旧3000系車両をラッピ
ング列車という形で復刻しました。

■うしでんしゃ 2018年10月11日～終了未定
■ひつじでんしゃ 2020年3月29日～終了未定
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電車とバスの博物館

車૏のனંृઈૡ৬ୡ३঑গঞーॱーऩनऋౄৰ

田園都市線宮崎台駅の高架下に、ਊ঺が運営する「電車とバスの博物館」がありま
す。ਊ館मもともと東急൉立60ఢ年を੶୛して開館したもので、2016年に現行の஄
でリニューアルオープンしました。
かつての電車車૏やバスが৳ோ・展ંしており、ནの駅と電車の௯ବをซ間ৄるこ

とが૭ચ。また、電車を௒らचたり、঍ームに೿めたりと、電車やバスの運転を体験
できる6ரథのシ঑ュঞーターも設置しています。

東急デঁ200஄（೮玉川線）

ডথॹーঃスधੌा়ॎचञउ੭で೶ਹऩ੫઺ଭ車ଊを୿ਲ਼

「横浜中෾街 ൒ॢルওきढश」म東急線・みなとみらい線の1日ଭ車ଊとお୫事ଊが७ットになढたお੭で೶利な੫઺
ଭ車ଊです。また、2020年12া23日からमおଅਓ・体験ଊとワンランク上の୫事を௫しめるお୫事ଊがついた「プঞ
঑アム൒ॢルওきढश」の৅ਲ਼を開始しています。

੫઺ଭ車ଊ

プঞ঑アム൒ॢঝওऌढश
おとな 6,000৞

東急線1日ଭ車ଊٔみなとみらい線1日ଭ車ଊ
ٔৌ଴૲๘・઱設お୫事ଊ×2
ٔৌ଴૲๘・઱設おଅਓ・体験ଊ

૯᫟র෾ඌ ൒ॢঝওऌढश
おとな 3,000৞ こども 2,000৞

東急線1日ଭ車ଊٔみなとみらい線1日ଭ車ଊ
ٔৌ଴૲๘・઱設お୫事ଊ

駅ༀ屋உのభಇ（都立大学駅）

ਗ෢ଓਘ工事उेल঍ームોஉభಇ工事をৰ઱
多くの্に、਍全・਍ੱ・快適に利用いたटくために、都立大学駅のਗ෢をଓਘす

るのに়ॎचて、屋உభಇの工事をਤめていきます。

都立大学駅 工事の૾ய

঄トध঄トؚ঄トधঐॳを੥व電車ष

いい街いい電車プロ४ख़クト

「いい街いい電車プロ४ख़クト」मさまざまな਍全ৌੁ、೶利さや快適さषの਺ৱ、国
際化やੲਾ化঺会षのৌૢ、৊ৎにお客さまやป線地ୠ঺会とのかかॎりなどを通して、
街と電車がより良くなるためのプロ४ख़クトです。
お客さまと、また地ୠの্رと、さらに॥঑ュニॣーシঙンを஥めより良いঢ়બをണ

いていくためにもਊ঺म駅と電車のટたす૽સを০までਰ上にਔ௙し、జਟのୟଛサー
ビス業といअ৅୳から、「঄トと঄ト、঄トとঐॳを੥व」電車षとステー४アップを
目指し、これからもさまざまなણ動にරਅしていきます。

U R L https://ii.tokyu.co.jp/



1920
1930

1940
1950

1960

戦時統制下で鉄道各社が東急グループ入り
陸上交通事業調整法（1938年）によって鉄道
各社を合併するものの、戦後の独占禁止法など
の影響で分離・再編成が進んだ。

沿線開発の一環として娯楽施設に注力

1956 東急文化会館
1957 五島プラネタリウム
1960 五島美術館
1962 スリーハンドレッドクラブ（ゴルフ場）

1920年代の
渋谷駅（東横線）

東横線渋谷〜桜木町間全線開通
（1932年、田園調布駅付近空撮）

北海道、上信越、伊豆を中心に
観光・ホテル事業を多角化

1952 富士航空
1956 東急観光
1957 函館バス・定山渓鉄道・群馬バス
1958 上田丸子電鉄・白馬観光開発・

東京ヒルトンホテル
1959 伊豆下田電気鉄道・

東急国際ホテル・おんたけ交通
1960 北見バス
1964 日本国内航空・斜里バス
1968 東急ホテルチェーン

東横百貨店開業（1934年）

1922. 09. 02

1923. 11. 01

1929. 12. 25

目黒蒲田電鉄（現：東急電鉄の前身）創立

目蒲線 目黒〜蒲田間全線開通

大井町線大井町〜二子玉川間全線開通

1932. 03. 31

1934. 10. 01
11. 01

1936. 12. 24

1938. 04. 01

1939. 10. 01
10. 16

東横線渋谷〜桜木町間全線開通

池上電気鉄道を合併
東横百貨店を開業

五島慶太が取締役社長に就任

東京横浜電鉄が玉川電気鉄道を合併

東京横浜電鉄を合併
東京横浜電鉄に商号変更

1941. 06. 30

1942. 05. 01

1943. 07. 01

1944. 05. 31

1948. 06. 01

1948. 08. 23

相模鉄道がグループ入り

京浜電気鉄道、小田急電鉄を合併
東京急行電鉄に商号変更

大井町線が溝の口まで乗り入れ開始

京王電気軌道を合併

京王帝都電鉄（現：京王電鉄）、小田急電鉄、
京浜急行電鉄を分離

東急横浜製作所（現：総合車両製作所）設立

城西南地区（現：東急多摩田園都市）開発構想を発表

伊東下田電気鉄道（現：伊豆急行）設立

1953. 01. 19

1959. 04. 11

1961. 12. 10

1962. 01. 27

1963. 10. 11

1964. 08. 29

1966. 04. 01

1967. 04. 28

1968. 04. 01

1969. 05. 10

東急電鉄の軌跡

伊豆急行線伊東〜伊豆急下田間が開通

日本初のオールステンレスカー7000系が登場

大井町線を田園都市線に名称変更

東横線と営団（現：東京メトロ）日比谷線が
相互直通運転を開始（日吉〜北千住間）

田園都市線溝の口〜長津田間が開通

こどもの国線長津田〜こどもの国間が開通

東横線でATS（列車制御装置）を使用開始
田園都市線長津田〜つくし野間が開通

玉川線（渋谷〜二子玉川園間）と
砧線（二子玉川園〜砧本村間）を廃止
玉川線（三軒茶屋〜下高井戸間）を
世田谷線に名称変更

三角錐体論を標榜
（1965年）

五島昇社長のもと、4事業部門（交通·開発·流
通·健康産業）をもって総合的に事業展開を図
るために「三角錐体論」を発表し、グループ
を再整備した。東急グループのマークは三角
錐体の俯瞰図となっている。

東横線と日比谷線が
相互直通運転開始

（1964年）
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独自のストラム工法で電車を止めずに工事

鉄道の地下化や高架化工事の際に、仮線を設けずに終電から初
電までの間に線路を切り替えられるストラム工法を採用。東急
電鉄・東急建設独自の工法で、電車を止めずに早期立体化を実現。

つきみ野〜中央林間間が開通（1984年）

目黒線〜都営三田線〜南北線の
相互直通運転開始（2000年）

1970. 03. 01

1971. 02. 20

1972. 04. 01

1976. 10. 15

1977. 04. 07

1978. 08. 01

1979. 04. 01
08. 12

池上線にATSを設置、鉄道全線にATS設置完了

自動化駅（自動改札機の実験）が誕生
（モデル駅：祐天寺・学芸大学・桜木町）

田園都市線つくし野〜すずかけ台間が開通

田園都市線すずかけ台〜つきみ野間が開通

新玉川線（現：田園都市線）の渋谷〜二子玉川園間が開通
初のATC導入

新玉川線が営団半蔵門線と直通運転開始

東横線にTTC（列車運行管理システム）を導入
田園都市線〜新玉川線〜営団半蔵門線の全列車直通運転開始

1982. 04. 03
05. 16

1984. 04. 09

1989. 12. 04

高津駅高架下に「電車とバスの博物館」をオープン
田園都市線・新玉川線にTTCを導入

つきみ野〜中央林間間が開通、田園都市線が全通

田奈一号踏切道を廃止
田園都市線のすべての踏切の廃止が完了

1990. 10. 25

1991. 03. 16

1993. 03. 18

1996. 03. 12
11. 18

1997. 03. 20
07. 18

東横線渋谷駅に自動改札機を導入

田園都市線・新玉川線（現：田園都市線）に新型ATCを導入

横浜市営地下鉄線新横浜〜あざみ野間が開通し田園都市線と接続

田園調布〜多摩川園間改良工事地下化完成
キャロットタワー（三軒茶屋）が開業

東横線渋谷〜菊名間にATC導入
MM21・24街区「クイーンズスクエア横浜」がまちびらき

こどもの国線通勤線化、恩田駅開業
目蒲線を目黒〜武蔵小杉間の目黒線と
多摩川〜蒲田間の東急多摩川線の2系統に変更
田園都市線・新玉川線の線名を田園都市線に統一
多摩川園駅と二子玉川園駅を多摩川駅と二子玉川駅に駅名を変更
目黒線と営団南北線・都営三田線との相互直通運転を開始

目黒線が埼玉高速鉄道と相互直通運転開始
東横線に「特急」を新設

田園都市線が営団半蔵門線を介し、
東武伊勢崎線·日光線との直通運転を開始
電車とバスの博物館が宮崎台駅に移転・リニューアルオープン
東急文化会館閉館

東横線横浜〜桜木町間の営業を終了
みなとみらい線が開業し、
東横線との相互直通運転を開始。東横線全線ATC化

2000. 03. 29
08. 06

09. 26

2001. 03. 28

2003. 03. 19

03. 21
06. 30

2004. 01. 30
02. 01

1970
1980

1990
2000

新玉川線渋谷〜二子玉川園間が開通（1977年）

サービスアップ109（2001年）

「選ばれる東急」を目指し、駅
でのお客さまサービス向上を図
る取り組みを「サービスアップ
109」として展開。さらにサービ
ス介助士を養成し、駅に配置す
るなど、より快適に鉄道を利用
できる環境を整備した。
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2000
2010

2005. 05. 09
07. 25

2008. 02. 23
06. 22

2009. 07. 11

2010. 09. 03
10. 0�

2012. 04. 02
04. 26

2013. 03. 16
04. 01
12. 20

2014. 02. 28

2015. 01. 09

201�. 05. 12

0�. 11
0�. 1�
0�. 21

2018. 03. 28
12. 14

2019. 09. 02
10. 01
11. 01
11. 13
11. 22

東横線全駅にAEDを設置
たまプラー२テラスॢランॻオープン

東急車—ଲୗの૚事業をJR東日মおよび新৥ਮ工業にඒந
高ಽള়ビル「渋谷঄ढ़リエ」が開業

東横線と東਎ওトロౢ都ੱ線との相互直通運転を開始
東急線アプリ配ਦ開始
東急線駅ଡ৔ҩ駅੺ๆૹ業઱設「etomo（エトモ）」誕生

すべての駅がバリアইリー化

2020年までに全駅঍ームॻア整備完了をৠ৒

঍ームॻア整備について1年৐౵しとなる
2019年২までの整備完了をৠ৒
೴හ೹ਮੁ「ॢッॳঙイモーニンॢ」をスタート
二子玉川ライズが全体開業
横浜と伊໼急下田を੥व
伊໼௴光列車「THE ROYAL EXPRESS」の運行開始

新型車૏2020系、6020系がఃৃ
大੩町線થમାఆサービス「Q SEAT」運行開始

東਎急行電鉄が東急にૹ号変更
会঺ীસにより鉄ཾ道事業を東急電鉄がഅಲ、営業開始
渋谷スクランঈルスクエアਸ਼⋛期（東༠）が開業
南町田ॢランঋリーঃークがまちびらき
新型車૏3020系がఃৃ

田園都市線に੓ਙ௧用車૏を導入
東横線に੓ਙ௧用車૏を導入

大੩町線にATCを導入
目黒線が日୺駅までభಇ

大੩町線がདྷのઠ駅までభಇ

東横線・東਎ওトロౢ都ੱ線の
相互直通運転開始（2013年）

ৼ൩ઉৢઈૡのనा

1964.08.29
東横線〜日ૻ谷線

1979.08.12
田園都市線〜新玉川線〜半蔵門線

2000.08.06
目黒線〜都営三田線〜南北線〜埼玉高速鉄道

2004.02.01
東横線〜横浜高速鉄道

2013.03.16
東横線〜ౢ都ੱ線

2022年২ৣ਋੒৒
東急新横浜線〜相鉄新横浜線
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2020. 03. 22

0�. 19
0�. 25

2021. 01. 20

0�. 30

2022. 09. 02

大ুড়鉄初となる
঍ームॻア・७ンサーહಕ৒ૄ঍ームፆの設置100٫୸成
池上駅の駅ༀがリニューアルし、運用開始
4Gデータ通ਦにৌૢしたLEDዓ光ྩ一体型の
ଆಬढ़ওラ「IoTube」を全車૏に導入完了

こどもの国線を௾く東急線全線において、
終電ৎമの೷り上ऑを実઱
「サステॼঈルな地下駅」を目指す
田園都市線5駅リニューアルプロ४ख़クト
「Green UNDER GROUND」がスタート

൉য়100ఢ年

2020

঍ームॻア・७ンサーહಕ৒ૄ঍ームፆの
設置100٫୸成（2020年）

池上駅の駅ༀがリニューアル（2020年）
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